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ご説明資料 

資料①「神戸製鉄所火力発電所(仮称)設置計画環境影響評価準備書」及び「補足説明資料」

に係るデータに関する自主検証（平成 29 年 12 月株式会社神戸製鋼所）の概要 

１．検証の背景・目的 

株式会社神戸製鋼所（以下『神鋼』という。）が、平成 29 年 10 月に「神鋼及び同グ

ループ会社における不適切行為（製品検査データの書き換え行為等）」を公表したこ

とに伴い、神鋼の社会的信頼が損なわれ、経済産業省及び環境省より「神戸製鉄所火

力発電所（仮称）設置計画環境影響評価準備書」(以下『準備書』という。)に関し、

①兵庫県と神戸市が実施するデータ検証作業に協力すること、②検証結果を報告する

ことを要請されたことから、神鋼が準備書及び「準備書審査手続きにおいて提出した

補足説明資料」（以下『補足説明資料』という。）について自主検証を行った。 

２．検証対象データ 

準備書第１２章 環境影響評価の結果及び補足説明資料に掲載している表・図に係る総

数約 630 万点のデータを検証した。（資料①・５～７ページ） 

３．検証方針 

環境影響評価業務の流れを把握し（図 3-1）、神鋼電力事業部門西日本電力プロジェク

ト部（以下『西日本電力 P 部』という）と株式会社コベルコ科研がデータを不適切に

取り扱うことができる「手書き」「手入力」の機会に着目し、その前後を比較すること

で検証した黄色ハイライト部。（資料①・8ページ） 

また KANSO がコベルコ科研以外の外部に再委託したデータの取り扱いについても検証

した。青色ハイライト部。（資料①・8ページ） 

図３－１ 環境影響評価業務の流れ（検証報告書・８ページ） 

西日本電力 P部 

・発電所設置計画(ばい煙濃度、温排水の計画など) 

・既設の神戸製鉄所、神戸発電所の調査結果 

(コベルコ科研の測定結果を含む) 

調査・予測・評価 

KANSO(外部委託を含む) 

・文献調査及び現地調査 

(コベルコ科研への委託を含む) 

・予測及び評価 

コベルコ科研 

・予測(騒音、振動、

低周波音) 

西日本電力 P部・準備書及び補足説明資料作成 

予測諸元 

その他の再委託先 

・予測 

KANSO・とりまとめ 





４．検証体制 

神鋼の本社部門環境防災部（以下『環境防災部』という。）は、全社の環境管理に関す

る業務を担い、事業所への立入調査の実施とそれに基づく助言、勧告ができる権限を

持つ部署である。 

検証は環境防災部自らと神鋼と資本関係のない環境アセスメント業務の専門会社の

KANSO に指示して行った。 

また環境防災部は検証方法の妥当性について、外部の専門家である株式会社日本能率

協会コンサルティング（以下『JMAC』という。）に評価を委託した。 

※図中資料ナンバーは、本書に添付している下記資料を指す。 

資料②「神戸製鉄所火力発電所（仮称）設置計画環境影響評価準備書」に係わるデー

タ検証に関する報告書（2017 年 12 月 11 日 JMAC） 

資料③ 環境アセスに係る数値データ検証作業報告書（平成 29年 12 月環境防災部） 

資料④ 環境アセスに係る数値データ検証作業報告書（平成 29年 12 月 KANSO） 

５．検証期間 

平成 29 年 10 月 26 日(木曜日）～平成 29 年 12 月 12 日(火曜日） 

6．検証の項目とその方法 

検証の項目とその方法は資料①10～13 ページのとおりである。 

準備書及び補足説明資料の作成の過程において、例えば 

「帳票・資料のデータを端末やシステムに入力する」 

「手入力されたデータを端末やシステムで自動処理する」 

「自動処理されたデータを別の端末やシステムに手入力する」 

環境防災部 

(事務局) 

環境防災部 KANSO 

JMAC 

西日本電力 P 部、コベルコ科研 

のデータ 

妥当性評価の委託 

検証方法の妥当性評価 

検証 

検証作業の指示 

(株)神戸製鋼所 社長 

検証実施の指示 

検証作業の実施 

資料② 

資料③ 資料④ 





「委託先から受領した調査結果を手入力して報告書を作成する」など、各種データが

手書き、手入力、自動処理を経て準備書等に掲載される図や表に加工される。 

そこでデータ改ざんの可能性があり得る「手書き」「手入力」の部分に関し、データ反

映元とデータ反映先の情報を比較し、それに相違がないかの確認を行った。 

その実際の検証作業のうち、コベルコ科研が扱ったデータの検証例を資料⑥に示す。 

７．検証方法の妥当性評価 

今回検証方法の妥当性評価を委託した JMAC は、神鋼と資本関係が無く、本環境アセス

メントに一切関与していない第三者のコンサルティングの専門会社である。 

JMAC は確認方法を調査した結果、「環境防災部及び KANSO によって行われた確認の方法

は、環境影響評価準備書作成の過程において、各データ提供者から受領したデータを

手書き、手入力する部分に関するデータ改ざんの検出方法としては、JMAC の検証の範

囲において、妥当と判断する。」と評価している。 

８．検証の結果 

検証は、存在しないデータを記載していないか、基準を満足させるためにデータを書

き換えていないかとの観点で行い、その結果、環境防災部の検証では故意のデータの

書き換え等の不適切行為は確認されなかった。KANSO の検証においても、故意のデータ

の書き換え等の不適切行為は確認されなかった。 

一部数値の転記ミス等が確認されたため、環境防災部が西日本電力 P 部に正しい値を

用いて再度予測計算を行わせたが、予測結果の上下はあったものの、その変動幅は小

さく、準備書の環境影響評価の結果に影響を及ぼすものはなかった。 

 

資料⑤ 環境アセスに係る数値データ検証による予測評価への影響把握（平成 29 年 12

月西日本電力 P部） 

検証作業の指示 

JMAC 

検証方法の妥当性評価 

環境防災部 

(事務局) 

妥当性評価の委託 

(株)神戸製鋼所 社長 

検証実施の指示 

環境防災部 KANSO 

西日本電力 P部、コベルコ科研 

のデータ 

検証 

検証作業の実施 

西日本電力 P部 

検証結果の通知と

予測評価への影響
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予測評価への

影響有無の確

認結果の報告 
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本検証報告書の概要 

本検証報告書は、当社が、平成29年 10月に「株式会社神戸製鋼所及びグループ会社における

不適切行為（製品検査データの書き換え行為等）」を公表したことに伴い、株式会社神戸製鋼所

の社会的信頼が損なわれ、経済産業省及び環境省から「神戸製鉄所火力発電所（仮称）設置計画

環境影響評価準備書」に関するデータの取扱いについて検証を求められたことから、株式会社神

戸製鋼所が自主的に「準備書」及び「準備書審査の手続きにおいて公開した補足説明資料」につ

いて検証を行ったものである。 

検証の結果、故意のデータの書き換え等の不適切行為は確認されなかった。 

平成29年 12月 

株式会社神戸製鋼所 
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１．はじめに 

 本検証報告書は、当社が、平成29年 10月に「株式会社神戸製鋼所及び同グループ会社に

おける不適切行為（製品検査データの書き換え行為等）」を公表したことに伴い、株式会社

神戸製鋼所の社会的信頼が損なわれ、経済産業省及び環境省から「神戸製鉄所火力発電所（仮

称）設置計画環境影響評価準備書」(以下、準備書という。)に関するデータの取扱いについ

て検証を求められたことから、株式会社神戸製鋼所が自主的に準備書及び準備書審査手続き

において公開した補足説明資料について検証を行ったものである。 

 なお、本検証報告書においては、略称について表1-1のとおり定義する。 

 

表１－１ 略称の定義 

略 称 定  義 

準備書 「神戸製鉄所火力発電所（仮称）設置計画 環境影響評価準備書」(平成 29

年 7月 株式会社神戸製鋼所)  

補足説明資料 兵庫県、神戸市、芦屋市の準備書の審査会等で提出した補足説明資料のうち、

公開対象となっているものを対象とする。 

具体的には、神戸市環境影響評価審査会(第 158 回、第 160 回、第 161 回、

第 162 回)において提出した株式会社神戸製鋼所で作成した補足説明資料を

いう。 

神戸製鋼 株式会社神戸製鋼所 

環境防災部 株式会社神戸製鋼所 本社 環境防災部 

神戸製鉄所 株式会社神戸製鋼所 鉄鋼事業部門 神戸製鉄所 

神戸発電所 株式会社神戸製鋼所 電力事業部門 神戸発電所    

西日本電力P部 株式会社神戸製鋼所 電力事業部門 西日本電力プロジェクト部 

コベルコ科研 株式会社コベルコ科研 

JMAC 株式会社日本能率協会コンサルティング 

KANSO 株式会社環境総合テクノス 
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２．検証対象データ 

 本検証の対象データは、下記の2項目とした。なお、準備書及び補足説明資料に記載されて

いるが、環境影響評価に直接影響を及ぼさないデータ類については、検証の対象から除いた。 

 検証対応の詳細は表２－１に示す。 

   １）準備書において、「第12章 環境影響評価の結果」で記載されているデータ類 

   ２）準備書の審査会等で補足説明資料として提出したデータ類 

なお、補足説明資料は、神戸市審査会資料として記載しているが、兵庫県審査会資料

は、全てこれに包含されるため、記載を省略した。 

 

表２－１（１） 検証対象データ一覧 

分

類 

項  目 

検証

対象 

環

境

影

響

評

価

準

備

書 

第1章 事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 -

*1

 

第 2章 対象事業の目的及び内容 -

*1

 

第 3章 対象事業実施区域及びその周囲の概況 -

*1

 

第 4章 計画段階配慮事項ごとの調査、予測及び評価の結果 -

*1

 

第 5章 配慮書に対する経済産業大臣の意見及び事業者の見解 -

*1

 

第6章 配慮書についての関係地方公共団体の長の意見及び一般の意見の概要並びに

事業者の見解 

-

*1

 

第 7章 環境の保全の配慮に係る検討の経緯及びその内容 -

*1

 

第 8章 方法書についての意見と事業者の見解 -

*1

 

第 9章 方法書に対する経済産業大臣の勧告 -

*1

 

第 10 章 環境影響評価の項目、並びに調査、予測及び評価の手法 -

*1

 

第 11 章 環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法についての経済産業

大臣の助言 

-

*1

 

第 12章 環境影響評価の結果  

12.1 調査の結果の概要並びに予測及び評価の結果  

12.1.1 大気環境 ① 

12.1.2 水環境 ② 

12.1.3 動物 ③ 

12.1.4 植物 ④ 

12.1.5 生態系 ⑤ 

12.1.6 景観 ⑥ 

12.1.7 人と自然との触れ合いの活動の場 ⑦ 

12.1.8 廃棄物等 ⑧ 

12.1.9 温室効果ガス等 ⑨ 

12.2 環境の保全のための措置 -

*2

 

12.3 事後調査 -

*1

 

12.4 環境影響の総合的な評価 -

*2

 

第 13 章 環境影響評価を委託した事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の

所在地 

-

*1

 

備考：検証対象としたものを丸数字で示す。 

   検証対象としなかった理由は、以下のとおりである。 

＊1:準備書の環境影響評価に直接影響を及ぼさない内容 

＊2:同様の内容が、別に検証対象で取り上げられており重複する内容 

＊3:審査会で提出したが、審査委員の意見で修正され、最終提出物が検証対象となっているもの 

＊4:既存の文献等を引用したものや、データを加工せずにそのまま使用したもの 
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表２－１（２） 検証対象データ一覧 

分

類 

項  目 

検証

対象 

補

足

説

明

資

料 

第158回神戸市環境影響評価審査会 資料 No.8大気質関係  

 1.特殊気象条件下における既設の神戸発電所の影響について -

*3

 

 2.「環境の保全と創造に関する条例（平成７年兵庫県条例第28 号）」において規

制基準が定められている有害物質について 

⑩ 

 3.高層建築物の高層階への影響について ⑪ 

 4.発電施設の起動時や停止時の影響について ⑫ 

 5.石炭や石炭灰等を輸送する船舶の影響について ⑬ 

 6.新設建物による既設煙源からの影響について ⑭ 

第 158回神戸市環境影響評価審査会 資料 No.9 

 煙突からの白煙の視認状況について 

⑮ 

第 160回神戸市環境影響評価審査会 資料 No.10 

 生態系を考慮した3次元モデルによる解析結果について 

⑯ 

第 160回神戸市環境影響評価審査会 資料 No.11 

 温排水の拡散予測（多層モデル）について 

⑰ 

第 160回神戸市環境影響評価審査会 資料 No.12 

 重要な種の確認位置について 

⑱ 

第 160回神戸市環境影響評価審査会 資料 No.13 

 温排水による外来種の定着について 

⑲ 

第 161回神戸市環境影響評価審査会 資料 No.17温室効果ガス関係  

 1.関西電力の温暖化対策の考え方 -

*4

 

 2.二酸化炭素排出量の地域での具体的な削減方策、余熱等のエネルギーの有効活

用について 

-

*4

 

第 161回神戸市環境影響評価審査会 資料 No.18大気質関係2  

 1.大気拡散予測において熱供給を含めない予測の比較 ⑳ 

 2.内部境界層によるフュミゲーション発生時の予測に用いた気象条件の検討 ○21 

 3.特殊気象条件下における既設の神戸発電所の影響について ○22 

 4.高層建築物の高層階への影響(１時間値)について ○23 

 5.建設機械の稼働による二酸化窒素の寄与濃度（１時間値）について ○24 

 6.二酸化窒素の環境基準の年平均相当値の表記について ○25 

 7.石炭からの揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の発生について -

*4

 

 8.水銀について ○26 

 9.微小粒子状物質(PM2.5)について -

*4

 

 10.排煙処理設備の経緯ならびに稼働後のばい煙の排出濃度、年間総排出量につい

て 

○27 

備考：検証対象としたものを丸数字で示す。 

 検証対象としなかった理由は、以下のとおりである。 

＊1:準備書の環境影響評価に直接影響を及ぼさない内容 

＊2:同様の内容が、別に検証対象で取り上げられており重複する内容 

＊3:審査会で提出したが、審査委員の意見で修正され、最終提出物が検証対象となっているもの 

＊4: 既存の文献等を引用したものや、データを加工せずにそのまま使用したもの 
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表２－１（３） 検証対象データ一覧 

分

類 

項  目 

検証

対象 

補

足

説

明

資

料 

第161回神戸市環境影響評価審査会 資料 No.19水環境、動物・植物関係  

 1.【水環境】水温調査結果（夏季・冬季）について ○28 

 2.【水環境】放水口直近における連続水温測定結果について ○29 

 3.【動物】都賀川におけるアユ調査結果の整理 ○30 

 4.【動物・植物】周辺海域における海生生物調査結果の整理 ○31 

第 162回神戸市環境影響評価審査会 資料 No.20 

 神戸発電所における取・放水温度について 

-

*4

 

第 162回神戸市環境影響評価審査会 資料 No.21大気質関係3  

 1.排煙処理設備の経緯ならびに稼働後のばい煙の排出濃度、年間総排出量につい

て（追加説明） 

○
32
 

 2.水銀排出濃度に関する他社発電所との比較について ○
33
 

備考：検証対象としたものを丸数字で示す。 

検証対象としなかった理由は、以下のとおりである。 

＊1:準備書の環境影響評価に直接影響を及ぼさない内容 

＊2:同様の内容が、別に検証対象で取り上げられており重複する内容 

＊3:審査会で提出したが、審査委員の意見で修正され、最終提出物が検証対象となっているもの 

＊4: 既存の文献等を引用したものや、データを加工せずにそのまま使用したもの 
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３．検証方針 

 環境影響評価業務の流れを確認し、検証方針を決定した。 

 

 （１）環境影響評価業務の流れ 

 環境影響評価業務の流れは、以下のとおりであり、その概念図を図3-1に示す。 

 

１）西日本電力 P 部は、新設発電所の設置計画を基に環境影響予測に必要なデータ等を

KANSO 又はコベルコ科研に予測諸元として提供した。なお、既設の神戸製鉄所、神戸発

電所の調査結果には、コベルコ科研の調査結果を含んでいる。 

２）KANSO は、西日本電力P部から得た予測諸元を用いて、現地調査及び文献調査した結

果を踏まえて、予測及び評価を実施した。 

  予測のうち、騒音、振動及び低周波音予測については、西日本電力P部がコベルコ科

研に委託して実施し、その予測結果を西日本電力 P 部が整理した上で KANSO に提供し

た。KANSOは、提供された予測結果や現況調査結果を踏まえて評価を実施した。 

３）西日本電力P部は、上記２）をKANSOに原稿作成を委託して準備書及び補足説明資料

として、対外的に提出・公表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１ 環境影響評価業務の流れ 

 

 （２）検証方針 

 検証については、以下の方針に従って実施し、データの取扱いが適切であることを確

認した。 

 

＜検証方針＞ 

西日本電力西日本電力西日本電力西日本電力 PPPP 部部部部及及及及びコベルコびコベルコびコベルコびコベルコ科研科研科研科研がががが、、、、データをデータをデータをデータを不適切不適切不適切不適切にににに取取取取りりりり扱扱扱扱ううううことができることができることができることができる    

機会機会機会機会にににに着目着目着目着目しししし、、、、そのそのそのその前後前後前後前後をををを比較比較比較比較することですることですることですることで検証検証検証検証するするするする 

  

西日本電力 P 部 

・発電所設置計画(ばい煙濃度、温排水の計画など) 

・既設の神戸製鉄所、神戸発電所の調査結果 

 (コベルコ科研の測定結果を含む) 

調査・予測・評価 

KANSO(外部委託を含む) 

・文献調査及び現地調査 

 (コベルコ科研への委託を含む) 

・予測及び評価 

その他の再委託先 

・予測 

西日本電力 P 部 

・準備書及び補足説明資料の作成 

予測諸元 

コベルコ科研 

・予測(騒音、振動、低周波音) 

KANSO 

・とりまとめ 
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４．検証体制 

 検証関連部署を図4-1に、検証体制を図4-2に示す概念図のとおりとした。 

 

（１）神戸製鋼の社長は、社長直属の本社環境防災部を事務局とし、検証実施を指示した。 

（２）事務局からの指示に基づき、環境防災部とKANSO が、西日本電力P部及びコベルコ科研

のデータについて検証作業を行った。 

（３）検証方法の妥当性評価は、外部の専門家であるJMACに委託した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１ 検証関連部署(下線部が関連部署、神戸製鋼組織図より一部抜粋) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２ 検証体制の概念図 

  

 

環境防災部 

(事務局) 

環境防災部 KANSO 

JMAC 

西日本電力 P 部、コベルコ科研 

のデータ 

妥当性評価の委託 

検証方法の妥当性評価 

検証 

検証作業の指示 

神戸製鋼 社長 

検証実施の指示 

神戸製鋼 社長 

本社 

○環境防災部 

○ 
電力事業部門 

○西日本電力P部 

○ 

鉄鋼事業部門 アルミ･銅 

事業部門 

検証作業の実施 

※環境防災部は、社内規程により全社

の環境管理に関する業務を担うと

されており、事業所への立入調査の

実施とそれに基づく助言、勧告がで

きる。 
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５．検証期間 

 平成 29年 10月 26日(木曜日）～平成29年 12月 12日(火曜日） 

 

 

６．検証の項目とその方法 

 検証は、下記の項目について実施した。また、検証の方法については表6-1示す。 

 

 （１）環境防災部による検証項目 

 ・予測諸元(大気質、水質、騒音･振動･低周波音、景観、温室効果ガス等)の設定方法 

 ・ばい煙の年間排出量(神戸製鉄所、神戸発電所) 

 ・排水の汚濁負荷量(神戸製鉄所、神戸発電所) 

 ・ばい煙の年間排出量の算定に用いたコベルコ科研の計量証明書 

 ・排水の汚濁負荷量の算定に用いたコベルコ科研の計量証明書 

 

 （２）KANSO による検証項目 

 ・KANSO報告書(文献・現地調査報告書、予測・評価報告書)と準備書の検証 

 ・西日本電力P部からKANSO へ供与された予測諸元の検証 

 ・現地調査のうち、コベルコ科研に委託した調査結果(重金属等の微量物質、水質・底質) 

 ・コベルコ科研が予測した項目(騒音・振動・低周波音)の検証 

 ・KANSOがコベルコ科研以外の外部に再委託したデータの検証 
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表６－１（１） 検証の方法 

検証者 検証項目 主な検証方法 

対象データ 

(表 2-1参照) 

環境防災部 予測諸元 

(大気質：ばい煙諸元) 

 「大気汚染防止法又は電気事業法の届出値」

と「予測に用いたばい煙諸元(神戸製鉄所 32施

設、神戸発電所2施設)」を照合した。 

 諸元のうち、2施設(3CC ｱｰｸ加熱装置、5CC ｱ

ｰｸ加熱装置)の排ガス温度は、届出に記載がな

く、2014 年度から 2015 年度の実績平均値を用

いていることから、調査結果（計量証明書）の

数値と予測に用いた排ガス温度を照合した。 

① 

 予測諸元 

(大気質：重金属等の微量

物質) 

 「神戸発電所の調査結果（計量証明書）の数

値」と「予測に用いた重金属等の微量物質の諸

元」を照合した。 

 対象は、大気への排出割合に用いた神戸発電

所の実績値（石炭中の重金属等の微量物質濃

度、石炭使用量、排ガス中の重金属等の微量物

質濃度）とした。 

①⑩○26○33 

 予測諸元 

(水質) 

 「瀬戸内海環境保全特別措置法又は水質汚濁

防止法の届出値」と「予測に用いた温排水及び

一般排水の諸元(神戸製鉄所、神戸発電所)」を

照合した。 

 対象は、温排水拡散予測に用いた放水口ごと

の海水、淡水の排水量及び水の汚れ、富栄養化

の予測に用いた放水口ごとの排水量、水質濃

度、汚濁負荷量とした。 

 諸元のうち、一般排水の汚濁負荷量は、補足

説明資料の予測として2011年度から2015年度

の実績平均値を用いたため、水質汚濁防止法に

基づき神戸市に提出している汚濁負荷量報告

書の数値と照合した。 

②⑯⑰ 

 予測諸元 

(騒音・振動・低周波音) 

 「メーカー提供値、文献値、神戸発電所の実

測値・設定値」と「予測に用いた騒音・振動・

低周波音の諸元(発生源の数値)」を照合した。 

① 

 予測諸元 

(景観) 

 「調査結果（撮影写真）」と「補足説明資料

に用いた神戸発電所の煙突における白煙の発

生回数」を照合した。 

⑮ 

 予測諸元 

(温室効果ガス等) 

 「設備設計値」と「予測に用いた温室効果ガ

ス等の諸元（二酸化炭素排出量等）」を照合し

た。 

⑨ 
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表６－１（２） 検証の方法 

検証者 検証項目 主な検証方法 

対象データ 

(表 2-1参照) 

環境防災部 ばい煙の年間排出量  補足説明資料に参考として記載した神戸製

鉄所全体（神戸製鉄所、神戸発電所）のばい煙

の年間排出量実績（2007 年度から 2016 年度）

について検証した。 

 具体的には、ばい煙発生施設(神戸製鉄所 32

施設、神戸発電所 2 施設)ごとに、手入力を実

施している過程について、「計量証明書、燃料

使用量(炭種ごとの石炭使用量や灯油使用量)、

粗鋼生産量」と「年間排出量を計算する過程の

入力値」を照合した。 

○27○32 

 排水の汚濁負荷量  神戸製鉄所、神戸発電所の汚濁負荷量実績

（2011年度から 2015年度の 7,8,9月）につい

て検証した。 

 具体的には、特定排出水ごとに、汚濁負荷量

を計算する過程のうち、手入力を実施している

過程について、「計量証明書」と「入力値」を

照合した。 

⑯ 

 ばい煙の年間排出量の算

定に用いた計量証明書 

 計量証明書が作成されるために用いられた

生データである「野帳」と神戸発電所、神戸製

鉄所のばい煙の年間排出量の設定に用いた「計

量証明書」を照合した。 

 なお、コベルコ科研における計量証明書の保

管期間が 5年間であることから、2012年度から

2016年度について実施した。 

○27○32 

 排水の汚濁負荷量の算定

に用いた計量証明書 

 計量証明書が作成されるために用いられた

生データである「野帳」と神戸発電所、神戸製

鉄所の汚濁負荷量の設定に用いた「計量証明

書」（2011年度から 2015年度）を照合した。 

 

⑯ 
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表６－１（３） 検証の方法 

検証者 検証項目 主な検証方法 

対象データ 

(表 2-1参照) 

KANSO 文献調査結果  「現況調査年間報告書」と「準備書」の数値

を照合した。 

①②③④⑤⑥

⑦⑪⑫⑬⑭○21

○22○23○24○25○31 

 現地調査結果 

(重金属等の微量物質及び

水質、底質を除く) 

 「現況調査年間報告書」と「準備書」の数値

を照合した。 

 

①②③④⑤⑥

⑦⑩⑪⑫⑬⑭

⑱⑲○21 ○22 ○23 ○28

○29○30○31 

 予測結果 

(騒音・振動・低周波音を

除く) 

 「予測評価業務委託報告書」と「準備書」の

数値を照合した。 

 

①②③④⑤⑥

⑦⑩⑪⑫⑬⑭

⑯⑳○21 ○22 ○23 ○24

○25 

 予測結果 

(騒音・振動・低周波音) 

 「コベルコ科研が実施した予測の結果」と「準

備書」を照合した。 

① 

 評価結果  「予測評価業務委託報告書」と「準備書」の

数値を照合した。 

①②③④⑤⑥

⑦⑧⑩⑪⑫⑬

⑭⑯⑳○21 ○22 ○23

○24○25 

 予測諸元の検証  「西日本電力P部から提供した数値」と「予

測評価業務委託報告書」に用いた予測諸元を照

合した。 

 

①②⑧⑩⑪⑫

⑬⑭⑯⑳ 

 重金属等の微量物質調査

結果 

 計量証明書が作成されるために用いられた

生データである「野帳」と「計量証明書」を照

合した。 

①⑩○26○33 

 水質・底質調査結果  計量証明書が作成されるために用いられた

生データである「野帳」と「計量証明書」を照

合した。 

② 
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７．検証方法の妥当性評価 

 環境防災部及びKANSOに指示して実施した検証方法について、JMACによる確認を行った結

果、「環境防災部及びKANSO によって行われた確認の方法は、環境影響評価準備書作成の過

程において、各データ提供者から受領したデータを手書き、手入力する部分に関するデータ

改ざんの検出方法としては、JMACの検証の範囲において、妥当と判断する。」と評価された。

（添付資料－１を参照） 

 

８．検証の結果 

 環境防災部及びKANSOによる検証の結果、故意のデータの書き換え等の不適切行為は確認

されなかった。（環境防災部の検証結果は添付資料－２、 KANSOの検証結果は添付資料－３

を参照） 

 ただし、一部のデータについて参照元との不一致が確認された。環境防災部は、図8-1の

とおり、検証の結果で相違が見つかった事項について、西日本電力P部に通知し、予測評価

への影響を把握するよう指示した。西日本電力P部は、これらに関して正しい値を用いて再

度予測計算を行った結果、準備書の環境影響評価の結果に影響を及ぼすものはなかった。（添

付資料－４を参照） 

なお、準備書等の修正点については、関係行政に説明の上、環境影響評価書にて修正する

予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８－１ 検証体制の概念図 
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Ⅰ.「神戸製鉄所火力発電所（仮称）設置計画 環境影響評価準備書」に係わるデータ検証の概要及び 

結論 

1) 「神戸製鉄所火力発電所（仮称）設置計画 環境影響評価準備書」に係わるデータ検証の概要

① 「神戸製鉄所火力発電所（仮称）設置計画 環境影響評価準備書」に係わるデータの確認の

目的1

㈱神戸製鋼所の一部品質データに関する改ざん問題を受け、「神戸製鉄所火力発電所（仮称）設置

計画 環境影響評価準備書」に関するデータの信憑性についても説明が求められる事態となってい

る。 

そこで、㈱神戸製鋼所環境防災部及び、㈱神戸製鋼所からの指示により㈱環境総合テクノス環境部

が、環境影響評価準備書のデータに関して確認を行った。 

なお、㈱環境総合テクノスは環境影響評価準備書の作成に必要な調査、予測を㈱神戸製鋼所から委

託されている。 

② 「神戸製鉄所火力発電所（仮称）設置計画 環境影響評価準備書」の作成方法2

環境影響評価準備書を作成するに当たり、以下のような方法で行っている（図１：環境影響評価準

備書作成の流れ参照）。 

・予測に必要なデータを１年間の現況調査や文献調査により収集しており、これらを㈱環境総合

テクノスが委託を受け、実施している。調査及び予測計算の一部に関しては、㈱環境総合テク

ノスから外部へ二次委託をしている。 

・騒音、振動、低周波音の予測計算については、㈱神戸製鋼所の機械研究所振動音響研究室経由

でグループ会社の㈱コベルコ科研に委託し、予測結果を㈱環境総合テクノスに送付し、評価を

含め、準備書として取りまとめている。 

・予測に必要な諸元（発電所からのばい煙排出量や排ガス量、排水量、騒音源データ等）につい

ては、㈱神戸製鋼所が設備計画や工事計画から取りまとめ、予測を行う㈱環境総合テクノスや

㈱コベルコ科研に提出している。 

・予測に必要な石炭中に含まれる重金属等微量物質の大気中への排出率を調査するため、㈱神戸

製鋼所から㈱コベルコ科研、㈱MC エバテックに委託し、測定、分析を行っている。 

・㈱環境総合テクノスは、現況調査や文献調査の結果をまとめ、現況調査報告書を作成している。

また、現況調査報告書や諸元、一部外部委託をしている予測結果のデータを踏まえ、予測計算

を行い、その予測結果を予測・評価報告書を作成している。 

・㈱神戸製鋼所は、㈱環境総合テクノスから提出された現況調査報告書、予測・評価報告書のデ

ータを基に、㈱環境総合テクノスに指示し、環境影響評価準備書の原稿作成を委託している。 

1 本 I. 1)①の記述は、ヒアリング対象者（II. 2）7 ページ参照）に対する聞き取り結果に基づくものである。 
2 本 I. 1)②につき同上 
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また、環境影響評価準備書に記載はないが、兵庫県、神戸市、芦屋市の審査会等で補足説明資料と

して提出した資料の中には、一部（ばい煙の年間排出量、水質の汚濁負荷量、水銀の排出濃度）、神

戸発電所、製鉄所のデータを使用している。 

図１：環境影響評価準備書作成の流れ 

③ 「神戸製鉄所火力発電所（仮称）設置計画 環境影響評価準備書」に係わるデータの確認の

方法3

上記環境影響評価準備書作成の過程において、例えば、「帳票にデータを手書きする」「帳票に手書

きされたデータを別の帳票に手書きで転記する」「帳票・資料のデータを端末やシステムに手入力す

る」「手入力されたデータを端末やシステムで自動処理する」「自動処理されたデータを別の端末や

システムに手入力する」など、各種データが手書き、手入力、自動処理を経て、準備書に掲載され

る図や表に加工されていく。 

そこで、データ改ざんの可能性がありえる「手書き」「手入力」の部分に関して、㈱神戸製鋼所環

境防災部、及び、㈱神戸製鋼所の指示を受け㈱環境総合テクノス環境部で確認をした。 

また、上記データの変換、加工過程においては、データ反映元の情報をデータ反映先に反映する作

業を行うことになる（例えば、分析結果を記した帳票のデータを分析結果解析システムに手入力す

る場合、データ反映元は分析帳票、データ反映先は解析システムということになる。以下同様）。 

つまり、確認の方法として、「手書き」「手入力」の部分に関して、データ反映元とデータ反映先の

情報を比較し、それに相違がないかの確認を行った。 

3 本 I. 1)③につき同上 
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④ 「神戸製鉄所火力発電所（仮称）設置計画 環境影響評価準備書」に係わるデータの検証の概要

上記③の確認に対して、独立した第三者である㈱日本能率協会コンサルティング品質革新センター

が、その確認方法を調査した。 

確認方法の調査内容は以下の通りである。 

・検証の対象は、環境影響評価準備書の「第１２章 環境影響評価の結果」及び補足説明資料。 

・上記対象の確認済みのデータ反映元とデータ反映先の資料の写しを準備した。 

・データ反映元のどの部分がデータ反映先のどこに反映されているかを確認した。 

・データ反映元とデータ反映先の資料の写しを見て、反映部分が確認されているか（例えば、

レ点チェックが打たれているなど）。 

データ反映元とデータ反映先の反映方法が同じであると確認できた対象に関しては、対象が複数あ

ったとしても、サンプルとして一つの対象を抽出し、サンプルによる検証を行った（例えば、ある

分析項目の測定値をシステムに入力する作業が対象の場合、測定した日が複数あっても、その結果

をシステムに入力する作業に違いはないため、ある測定日のサンプルを抽出し検証するなど）。 

そのため、あくまでも確認の方法に関して調査をしたのであって、データ反映元と反映先のデータ

がすべて相違はないかを検証したものではない。 

2) 結論

㈱神戸製鋼所環境防災部、及び、㈱環境総合テクノス環境部によって行われた確認の方法は、上記

環境影響評価準備書作成の過程において、各データ提供者から受領したデータを手書き、手入力する部

分に関するデータ改ざんの検出方法としては、上記１）④の検証の範囲において、妥当と判断する。 

ただし、検証においては、以下の事項を前提としている。 

・検証対象となった書類は真正に作成されたものであり、その内容は正確であること。 

・検証した書類上の署名及び押印、発行部門名は真正になされたものであること。 

・写しとして開示を受けた書類は、いずれも原本の正確かつ完全な写しであること。 

本報告書は、前記の前提において作成されたものであり、本検証外の資料及び関係者の供述等によ

り本報告書と異なる事実が認められることを否定するものではない。そのため、新たな事実関係が判

明した場合には、本報告書と異なる結論に至ることもあり得る。 

なお、今回の検証の過程において、データ反映元とデータ反映先との相違がいくつか確認された。

その内容に関しては、「Ⅳ. 検証の過程で確認できた相違点」でまとめて記した。 

Ⅱ.「神戸製鉄所火力発電所（仮称）設置計画 環境影響評価準備書」に係わるデータ検証の範囲 

1) 検証の対象範囲

確認対象範囲：環境影響評価準備書の「第１２章 環境影響評価の結果」及び補足説明資料 

確認対象ドキュメント：環境影響評価準備書の「第１２章 環境影響評価の結果」及び補足説明 

資料、及び、それらのデータ反映元である現況調査報告書、予測・評価報
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告書、諸元、現地調査結果、予測結果、調査・測定・分析データの関連部

分 

確認実施拠点：㈱神戸製鋼所 

大阪支社会議室  〒541-0051 大阪市中央区備後町 4丁目 1番 3号 

神戸製鉄所応接室 〒657-0863 神戸市灘区灘浜東町 2 

確認日 2017 年 11 月 20 日（月）～22 日（水）、27 日（月）～30 日（木） 大阪支社会議室 

 確認日 2017 年 12 月 1 日（金）、2日（土）、4日（月） 神戸製鉄所応接室 

 

2) 検証の実施者とヒアリング対象者 

 

  検証の実施者 

 

   ㈱日本能率協会コンサルティング 

   〒105-0011 東京都港区芝公園 3丁目 1-22 日本能率協会ビル 7階 

Tel 03-4531-4311 Fax 03-4531-4301 

 

ヒアリング対象者 

 

   ㈱神戸製鋼所 

   〒651-8585 神戸市中央区脇浜海岸通 2丁目 2番 4号 

   Tel.078-261-5100 Fax.078-261-5117 

   

   

 

   ㈱環境総合テクノス 

     〒541-0052 大阪市中央区安土町1丁目3番5号 

   Tel.06-6263-7308 Fax.06-6263-7309 
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Ⅲ.「神戸製鉄所火力発電所（仮称）設置計画 環境影響評価準備書」に係わるデータ検証の内容 

 

1) データ検証の対象の分類 

データを検証するにあたり、データ反映元、データ反映先、確認者の違いから、以下のように対象

を分類し、それぞれのパターンごとに検証を進めた（図２：環境影響評価準備書作成の流れとデータ

検証のパターン、表１：データ検証のパターン参照） 

これ以降、環境影響評価準備書を準備書、現況調査報告書、予測・結果報告書を報告書と略称で記

す。 

 

図２：環境影響評価準備書作成の流れとデータ検証のパターン 

 

 

表１：データ検証のパターン 
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2) 検証パターンごとの検証内容 

① パターン A、B、C 

パターン A、B、Cは同時に検証を進めた。 

準備書及び補足説明資料に掲載されている、各種データが処理・加工された結果の図や表を対象に、

その元になった現況調査報告書もしくは予測・評価結果報告書の資料を確認する。更に、現況調査

報告書の元になった現地調査結果の資料、予測・評価報告書の元になった予測結果、諸元の資料と

いうように、準備書及び補足説明資料から遡って、関連する資料に関して、データ反映元、データ

反映先を比較して、検証した。 

検証した準備書及び補足説明資料の項目は以下の通りである。 

項目 

第 12 章 環境影響評価の結果 

12.1 調査の結果の概要並びに予測及び評価の結果 

12.1.1 大気環境 

 1.大気質 

  (1)調査結果の概要  (2)予測及び評価の結果 

 2.騒音 

(1)調査結果の概要  (2)予測及び評価の結果 

3.振動 

(1)調査結果の概要  (2)予測及び評価の結果 

4.低周波音 

(1)調査結果の概要  (2)予測及び評価の結果 

12.1.2 水環境 

 1.水質 

  (1)調査結果の概要  (2)予測及び評価の結果 

2.底質 

  (1)調査結果の概要  (2)予測及び評価の結果 
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3.その他（流向及び流速） 

  (1)調査結果の概要  (2)予測及び評価の結果 

12.1.3 動物 

 1.重要な種及び注目すべき生息地（海域に生息するものを除く） 

(1)調査結果の概要  (2)予測及び評価の結果 

2.海域に生息する動物 

(1)調査結果の概要  (2)予測及び評価の結果 

12.1.4 植物 

1.重要な種及び重要な群落（海域に生息するものを除く） 

(1)調査結果の概要  (2)予測及び評価の結果 

2.海域に生息する植物 

(1)調査結果の概要  (2)予測及び評価の結果 

12.1.5 生態系 

 1.地域を特徴づける生態系 

  (1)動植物その他の自然環境に係わる概況 

  (2)複数の注目種等の生態、他の動植物との関係又は生息環境若しくは生育環境の状況 

12.1.6 景観 

  1.主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観 

(1)調査結果の概要  (2)予測及び評価の結果 

12.1.7 人と自然との触れ合いの活動の場 

 1.主要な人と自然との触れ合いの活動の場 

(1)調査結果の概要  (2)予測及び評価の結果 

12.1.8 廃棄物等 

1.産業廃棄物 

(1)予測及び評価の結果 

  2.残土 

(1)予測及び評価の結果 

12.1.9 温室効果ガス等 

1.二酸化炭素 

(1)予測及び評価の結果 

補足説明資料 

 神戸市第 2回、第 3回、第 4回   兵庫県第 1回、第 2回、第 3回 

 （該当部分） 

 

② パターン D 

㈱コベルコ科研の調査・測定・分析データを元に、諸元が作成され、その諸元が予測・評価報告

書の元になっている。一部、調査・測定・分析データが補足説明資料に反映されている。そのため、

以下の項目ごとに、データ反映元とデータ反映先の資料を特定し、内容を比較、検証した。 
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検証した対象は以下の通りである。 

項目 

大気 ・大気拡散予測諸元 

・ばい煙年間総排出量実績 

 -神戸発電所（検証サンプル：2016 年 6 月 1 号機） 

  -製鉄所設備（検証サンプル：2015 年 4 月） 

・重金属等の微量物質 

 （検証サンプル：表 2 重金属の検証対象サンプル参照） 

騒音・振動・低周波音 ・設備稼働に伴う騒音 

・設備稼働に伴う振動 

・設備稼働に伴う低周波音 

 （検証サンプル：表 3～5 騒音、振動、低周波音の検証対象サンプル参照） 

水質・水温 ・現況再現に使用した汚濁負荷量報告書元データ 

 （検証サンプル：2015 年 8 月） 

・排水口水質測定結果 

 （検証サンプル：2015 年 7 月分 浄化槽 NO.19、20、23、24、6、7、14、

35、36、45、55、27、37、39） 

景観 ・白煙の出現頻度 

 （検証サンプル：平成 28 年 3 月の写真） 

温室効果ガス ・準備書第 12 章 発電所排出量算出根拠 

 

 

表２：重金属の検証対象サンプル 

 

 

 

表３：騒音の検証対象サンプル 

１３年上 １３年下 １４年上 １４年下 １５年上 １５年下 １６年上

１号機 2014/7/24,25 2016/1/20

２号機 2015/7/21,22 2016/7/26
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表４：振動の検証対象サンプル 

表５：低周波音の検証対象サンプル 

メーカー
提供値

実測値 既設アセス値

○ ○

蒸気タービン A-循環水ポンプおよび電動機

○ ○ ○

3-A-IDF　本体パワーレベル 4-ボイラー外壁・下部（北面） 3-GGH熱回収器（北面）

○

ダクト3A01

○

3号EP本体A 北面

○ ○

3号一次クラッシャー架台　西面 クリンカ冷却コンベア（屋外音源）

○ ○

貯炭払出しコンベアモータ1 コンベアモータ（貯炭サイロ～SC室）

○ ○ ○

3号脱硫ドレンピット攪拌機 3号真空ポンプA ３号工業用水ポンプA

○

4G煙突排出音

集じん装置

区分

確認元

タービン

ボイラー

ダクト

灰処理

貯運炭

煙突

水処理

脱硫

Fプロ騒音・低周波音予測報告書を参照

回収系1次pH調整槽攪拌機

メーカー
提供値

実測値 既設アセス値

○ ○

A-主油タンクガス抽出機
A-給水ポンプ駆動用タービン

A-主油ポンプ

○

3-A-IDF電動機

○ ○

3号ガス冷却ポンプA 3号酸化空気ブロアA

区分

確認元

タービン

ボイラー

脱硫
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③ パターン E 

 ㈱コベルコ科研の予測結果を踏まえ、その予測結果を㈱神戸製鋼所で加工・整理し、更にそれを

㈱環境総合テクノスが受け取って、予測・評価報告書を作成したものである。パターン Dと同様に、

以下の項目ごとに、データ反映元とデータ反映先の資料を特定し、内容を比較、検証した。 

検証した対象は以下の通りである。 

項目 

道路交通 

騒音・振動予測検証 

・一般交通量（騒音） 

 （検証サンプル：平成 28 年 10 月 18 日 道路 1東向き） 

・工事中交通量（騒音、振動） 

 （検証サンプル 騒音：平成 28 年月 10 月 18 日 道路 1西向き） 

 （検証サンプル 振動：平成 28 年 10 月 18 日 道路 2） 

・供用後交通量（騒音、振動） 

 （検証サンプル 騒音：平成 28 年月 10 月 18 日道路 1西向き） 

 （検証サンプル 振動：平成 28 年 10 月 18 日 道路 3） 

・予測結果まとめ（騒音） 

 （検証サンプル 騒音：道路 1（休日）、道路 2（休日）） 

・交通量（準備書との突き合わせ） 

・予測結果（準備書との突き合わせ） 

 （検証サンプル：道路 3 平日・供用後 騒音・振動） 

建設工事 

騒音・振動予測検証 

・諸元（騒音、振動） 

 （検証サンプル：オールテレーンクレーン、空気圧縮機 

・諸元文献（騒音、振動） 

 （検証サンプル 騒音：オールテレーンクレーン、空気圧縮機） 

 （検証サンプル 振動：コンクリート破砕機、地盤改良用プラント） 

・騒音プログラムインプット（騒音、振動） 

 （検証サンプル： 敷地 1  オールテレーンクレーン、空気圧縮機 

・建設騒音アウトプット（敷地境界、住居地域） 

メーカー
提供値

実測値 既設アセス値

○

主変圧器

○ ○

3-煙道（ボイラ～GHH熱回収器） 4-ボイラ外壁・下部（北面）

○

ダクト3B01

○

3号吸収塔　上面-1
脱硫

区分

タービン

確認元

ボイラー

ダクト
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 （検証サンプル：大型ブレーカー、油圧ブレーカー） 

・諸元（準備書との突き合わせ）（騒音、振動） 

・建設騒音、振動（準備書との突き合わせ） 

施設の稼働 

騒音・振動・低周波音 

予測検証 

・インプット、主要な発生源（騒音、振動、低周波音） 

 （検証サンプル 騒音：タービン建屋東面） 

 （検証サンプル 振動：蒸気タービン） 

 （検証サンプル 低周波音：タービン建屋北面） 

・予測結果及び準備書との突き合わせ（騒音、振動） 

・低周波音予測結果 

 （検証サンプル 敷地１（F特性）） 

・低周波音予測結果（準備書との突き合わせ） 

・諸元（準備書との突き合わせ） 

 （検証サンプル 騒音、低周波音：タービン建屋） 

 （検証サンプル 振動：蒸気タービン） 

 

④ パターン F 

大気質、水質、ばいじんに関して、現地でサンプルを採取し、その分析結果を現地調査結果として

まとめている。 

サンプル採取から測定、分析・計算、分析結果一覧表作成までの各過程で、データ反映元とデータ

反映先の資料を特定し、内容を比較、検証した。 

検証した対象と検証サンプルは以下の通りである。 

 

 

 

■大気質関係

春季（４月） 夏季（７月） 秋季（１０月） 冬季（１２月）

（1）Cd,Pb,Cu,Zn,Be,V,Cr,Ni,

     As,Se,Mn

　　１日目

（2）全水銀（T-Hg）

　　２日目

（3）Cl

　　３日目

（4）Ｆ（粒子状、ガス状）

　　１日目

神戸商工
会議所

関西電力
六甲実験
センター

青木社宅

摩耶
研修所
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Ⅳ. 検証の過程で確認できた相違点 

上記検証の過程において、データ反映元と反映先の情報に相違がある部分がいくつか確認された。それ

らを以下にまとめて記す。 

今回は、確認の方法に関して、データの反映元とデータの反映先との比較を行うことでしか検証を行っ

ていないため、㈱日本能率協会コンサルティングでは、どちらのデータが正しいかまでの判断はつかな

い。そのため、今回の検証過程において、確認者からの情報がない限り、データの正誤に関する記述は

していない。 

NO. データ反映元 データ反映先 

1 分析結果 

水銀 年間の平均値 1.8 

※春季調査結果（H28.4.5～4.8）の水銀の 

平均値 が違っていた。 

準備書（656） 

第 12.1.1.1-35 表 

重金属等の微量物質の濃度の調査結果 

（年平均値） 

■水質関係

冬季（２月） 春季（５月） 夏季（８月） 秋季（１１月）

（1）水素イオン濃度（ｐＨ） （11）NO3-N （6）ＳＳ （13）DOP

（15）、（16）、（17）POC,DOC,TOC

（12）PO4－P （2）ＣＯＤ （10）NO2-N （7）Ｔ－Ｎ

（8）Ｔ－Ｐ (32)T-P（水質：秋季のみ）

（5）大腸菌群数 （9）NH4-N （14）DON （4）ノルマルヘキサン（ｎ－Ｈｅｘ）

（30)クロロフィルａ量

（3）ＤＯ

（18）アルキル水銀（R-Hg）

（19）全水銀（T-Hg）

（20）Cd,Pb,Cu,Zn,Be,V,Cr,Ni,As,Se

（21）有機リン化合物（Org-P）

（22）六価クロム化合物（Cr6+）

（23）CN

（24）F

（25）PCB

（26）VOC（揮発性有機化合物）

（27）1,4-ジオキサン

（29）シマジン,チオベンカルブ

（28）チウラム

（31)有機塩素化合物

表層

中層

下層

底層

底質

■ばいじん関係

H２６年度 H２７年度 H２８年度

（1）Cd,Pb,Cu,Cr,Ni,Mn,Be （５）Be（H28,11以前） （４）Se

（２）全水銀（T-Hg） （３）As （6）、（7）F,Cl(粒子状）、F,Cl(ガス状)

1号機

２号機
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「調査地点：北青木」の「水銀及びその化合物」

の値 1.7 （報告書も同じ） 

2 同上 

※準備書（656）のデータを引用した。 

準備書(747) 

第 12.1.1.1-76 表(8) 

重金属等の微量物質濃度の予測結果 

「バックグラウンド濃度」「水銀及びその化合

物」の値 1.7 

3 準備書(779) 第 12.1．1.2-3 表(1) 騒音の調査結果（敷地境界） 

調査期間：平成 29 年 1 月 11 日 

「夜間」の「天気」 晴時々曇 

準備書(780) 第 12.1．1.2-3 表(2) 騒音の調査結果（住居等が存在する地域） 

調査期間：平成 29 年 1 月 11 日 

「夜間」「天気」 晴 

※同じ平成 29 年 1 月 11 日にもかかわらず天気が違う。 

4 気象台観測結果データ 

平成 29 年 1 月 15 日 夜間の風速 最大値 7.4 

準備書(780） 

第 12.1．1.2-3 表(2) 

騒音の調査結果（住居等が存在する地域）（休日） 

調査期間：平成 29 年 1 月 15 日 

「夜間」「風速」最大値 7.1 

5 同上 準備書(850) 

第 12.1.1.4-1 表(1) 

低周波音の調査結果（Ｇ特性）（敷地境界）（休

日） 

調査期間：平成 29 年 1 月 15 日 

「夜間」「風速」最大値 7.1 

6 同上 準備書(851) 

第 12.1.1.4-1 表(2) 

低周波音の調査結果（Ｇ特性）（住居等が存在す

る地域）（休日） 

調査期間：平成 29 年 1 月 15 日 

「夜間」「風速」最大値 7.1 

7 野帳（現場メモ） 

平成 29 年 1 月 11 日 

天気 晴 

準備書(819） 

第 12.1.1.3-4 表(1)振動の調査結果（敷地境界） 

調査期間：平成 29 年 1 月 11 日 

「夜間」「天気」 晴時々曇 

8 同上 準備書(820） 

第 12.1.1.3-4 表(2)振動の調査結果（住居等が

存在する地域） 
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調査期間：平成 29 年 1 月 11 日 

「夜間」「天気」 晴時々曇 

9 分析結果 

銅 年間の平均値 6.5 

補足説明資料 

神戸市第 2回 兵庫県第 2回 2-1 

表 1 重金属等の微量物質の濃度の調査結果 

（年平均値） 

「銅及びその化合物」「北青木」の値 6.4 

10 同上 補足説明資料 

神戸市第 2回 兵庫県第 2回 2-4 

表 3-2 重金属等の微量物質濃度の予測結果 

「銅及びその化合物」「バックグラウンド濃度」

の値 6.4 

11 社内報と準備書の調査地点対応表 

「底生生物」 

「社内報」St.45 －「準備書」St.13 

※社内 St.45 の地点にあたるのは、準備書では

St.13 

準備書(1138) 

「サルボウガイ」「底生生物（マクロベントス）」 

「夏季」調査地点 45 

（報告書も同じ） 

12 補足説明資料 

都賀川におけるアユ調査結果の整理 

4-3 本文「・・・なお、遡上期（4/1～5/31）の水温は、13.2～23.5℃となっていました。」 

表１ 都賀川河口域での水温測定結果 「4/1～5/31（遡上期）」の最小値は「海面下 6m」の 12.3℃ 

13 補足説明資料 

周辺海域における海生生物調査結果の整理 

5-3 表 1(2) 主な出現種（冬季） 

「神戸発電所アセス調査 平成 9年 2月」「底生生物（メガロベントス）」 

フタボシイシガニ→フタホシイシガニ 

「神戸発電所アセス調査 平成 9年 2月」「動物プランクトン」 二枚貝期→二枚貝綱 

14 分析結果報告書 

プリマスーパー 入庫日 15/2/16、15/3/25 

ジェリンバサーマル 入庫日 14/2/5、15/1/6 

該当する分析結果報告書が、検証日に見当たら

なかった。 

ばい煙の年間排出量（製鉄所設備） 

石炭 理論排ガス 係数計算 

15 計量証明書（バッチ測定値の根拠） 

8/18～8/23 までの㈱神戸製鋼所での確認済み資

料はあったが、それ以降の資料が検証日に見当

たらなかった（計量証明書原本はあった）。 

汚濁負荷測定報告書 2015 年 8 月 備考欄 

8/18 9:00～8/29 8:00 集合水処理 

計器不具合のためバッチ測定値採用 

16 重金属等の微量物質 

分析結果報告書 2014(H26)/7/24,25 該当分 

重金属等の微量物質 

排出割合の算出（1号機）2014(H26)/7/24,25 
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水銀の値 0.59 水銀の値 0.55 

17 重金属等の微量物質 

分析結果報告書 2016（H28）/1/20 該当分 

水銀の値 0.53 

重金属等の微量物質 

排出割合の算出（1号機）2016（H28）/1/20 

水銀の値 0.5 

18 重金属等の微量物質 

分析結果報告書 2015（H27）/7/21/22 該当分 

水銀の値 0.64 

重金属等の微量物質 

排出割合の算出（2号機）2015（H27）/7/21/22 

水銀の値 0.59 

19 重金属等の微量物質 

分析結果報告書 2015（H27）/7/21/22 該当分 

Cd の値 0.01 未満 

重金属等の微量物質 

排出割合の算出（2号機）2015（H27）/7/21/22 

Cd の値 0.01 

※定量下限未満の場合、定量下限値を 1/2 にし

た値を入れることになっていた。本来であれ

ば、0.01 の半分で 0.005 になる。 

20 重金属等の微量物質 

分析結果報告書 2016（H28）/7/26 該当分 

塩素の値 30 未満 

重金属等の微量物質 

排出割合の算出（2号機）2016（H28）/7/26 

塩素の値 20 

※定量下限未満の場合、定量下限値を 1/2 に 

した値を入れることになっていた。 

21 重金属等の微量物質 

分析結果報告書  2016（H28）/7/26 該当分 

フッ素の値 30 

重金属等の微量物質 

排出割合の算出（2号機）2016（H28）/7/26 

フッ素の値 15 

22 重金属等の微量物質 

分析結果報告書 2016（H28）/7/26 該当分 

水銀の値 1.2 

重金属等の微量物質 

排出割合の算出（2号機）2016（H28）/7/26 

水銀の値 1.1 

23 重金属等の微量物質 

データ解析シート（2号機）2016（H28）/7/26 

石炭使用量 湿 5,933,100 

排ガス量 47,413,995 

重金属等の微量物質 

排出割合の算出（2号機）2016（H28）/7/26 

石炭使用量 湿 6,000,900 

排ガス量 47,869,019 

24 （参考）神戸製鉄所の排水系統図 

「現状冷却水量」「NO.13」「海水」21,700 

「現状冷却水量」「NO.13」「淡水」3,120 

「現状冷却水量」「NO.16」「海水」7,000 

「現状冷却水量」「NO.16」「淡水」3,670 

神戸製鋼所火力発電所 供用後における水環境 

予測諸元 

「現状冷却水量」「NO.13」「海水」13,000 

「現状冷却水量」「NO.13」「淡水」11,820 

「現状冷却水量」「NO.16」「海水」0 

「現状冷却水量」「NO.16」「淡水」10,670 

25 準備書（796）第 12.1.1.2-8 表(1)  

建設機械の稼働に伴う騒音の予測結果（工事開始後７ヶ月目、敷地境界） 

「予測騒音レベル」「予測値」すべて間違い。 

※「稼動時間を考慮した予測結果」と、「稼動時間を考慮しない予測結果」を㈱コベルコ科研から
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受領しており、本来であれば、「稼働時間を考慮しない予測結果」で整理すべきところを「稼動

時間を考慮した予測結果」で整理していた。 

26 分析結果報告書 発行：㈱コベルコ科研 分証第大 06-2633 号 作成日：平成 28 年 6 月 30 日 

ベリリウムの以下の値が間違い。 

「1日目」-「神戸商工会議所」「関西電力六甲実験センター」「青木社宅」 

「2日目」-「神戸商工会議所」「関西電力六甲実験センター」「青木社宅」 

「3日目」-「摩耶研修所」 

27 分析結果一覧表 発行：㈱コベルコ科研 作成日：2016 年 6 月 27 日 

「有機体炭素」-「St.2 上層」「St.5 上層」「St.6 上層」「St.26 上層」「St.32 上層」「St.35 上層」

「St.49 上層」の値がすべて間違い。 

※各測定結果について、操作ブランク試験の結果による補正がされていなかった。 

28 Be（H28,11 以前） 

採取記録（手書き野帳） 

「ガスメーター温度」11.7～12.8（平均値 12.3） 

※温度の上限と下限を平均した値を出し、それ

を採取記録（デジタル入力）に入力する。 

Be（H28,11 以前） 

採取記録（デジタル入力） 

「ガスメーター温度」12.1 

※データ反映元もしくは反映先の比較ではなく、資料そのもので確認できた相違は、データ反映元、反映先の区分なく、

相違内容を記した。 

以上 
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第 １ 章 

 

１．目 的 

準備書及び補足説明資料、コベルコ科研が実施した分析結果等について、故意のデータの書き換

え等の不適切行為が行われていないかを確認する。 

 

２．実施内容 

（１）準備書第 12 章「調査の結果の概要並びに予測及び評価の結果」に係る事項 

ａ．大気質・水質の予測を行うにあたり、西日本電力 P 部から KANSO へ提示した各諸元データ

について、大気汚染防止法、瀬戸内海環境保全特別措置法、電気事業法等に係る行政提出

図書（届出書等）の値を適切に用いているかを確認しました。 

ｂ．大気質・水質の予測を行うにあたり、西日本電力 P 部から各諸元データを KANSO へ提示し

た際に、実績データに基づいて設定した値について、実績の分析結果データとして計量証

明書の値を適切に用いているかを確認しました。また、コベルコ科研が実施した分析につ

いては、計量証明書が作成されるために用いられた生データである野帳の値を計量証明書

に適切に用いているかを確認しました。 

ｃ．大気質に係る重金属等の微量物質の予測を行うにあたり、実績の分析結果データとして計

量証明書の値を適切に用いているかを確認しました。また、コベルコ科研が実施した分析

については、計量証明書が作成されるために用いられた生データである野帳の値を計量証

明書に適切に用いているかを確認しました。 

ｄ．騒音・振動・低周波音の予測を行うにあたり、西日本電力 P 部から各諸元データを KANSO

へ提示した際に、メーカー提供値、文献値、神戸発電所の設計値の値を適切に用いている

かを確認しました。 

ｅ．騒音・振動・低周波音の予測を行うにあたり、西日本電力 P 部から各諸元データを KANSO

へ提示した際に、実績データに基づいて設定した値について、実績の測定結果データを適

切に用いているかを確認しました。 

 

（２）神戸市環境影響評価審査会に提示した補足説明資料に係る事項 

ｆ．大気質に係る重金属等の微量物質の予測を行うにあたり、実績の分析結果データとして計

量証明書の値を適切に用いているかを確認しました。また、コベルコ科研が実施した分析

については、計量証明書が作成されるために用いられた生データである野帳の値を計量証

明書に適切に用いているかを確認しました。 

ｇ．景観の予測を行うにあたり、白煙発生状況監視写真の実績データに基づいて、適切に評価

を実施しているかを確認しました。 

ｈ．温室効果ガスに係る予測を行うにあたり、設備設計値を適切に用いているかを確認しまし

た。 

ｉ．ばい煙の年間排出量実績を記載するにあたり、実績の分析結果データとして計量証明書の

値を適切に用いているかを確認しました。また、コベルコ科研が実施した分析については、

計量証明書が作成されるために用いられた生データである野帳の値を計量証明書に適切に

用いているかを確認しました。 

ｂ．排水の汚濁負荷量実績を記載するにあたり、実績の分析結果データとして計量証明書の値
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を適切に用いているかを確認しました。また、コベルコ科研が実施した分析については、

計量証明書が作成されるために用いられた生データである野帳の値を計量証明書に適切に

用いているかを確認しました。 

 

３．実施期間 

平成 29 年 11 月 17 日（金）～平成 29 年 11 月 30 日（木） 

 

４．実施結果 

（１）準備書第 12 章「調査の結果の概要並びに予測及び評価の結果」に係る事項 

予測にあたり西日本電力 P 部から KANSO へ提示したデータ、西日本電力 P 部で使用したデー

タについて、故意のデータの書き換え等の不適切行為は確認されませんでした。 

ただし、確認作業をした過程においてデータ転記の誤り等が確認されました。 

 

（２）神戸市環境影響評価審査会に提示した補足説明資料に係る事項 

予測にあたり、西日本電力 P 部で使用したデータ、実績を記載するにあたり用いたデータに

ついて、故意のデータの書き換え等の不適切行為は確認されませんでした。 

ただし、確認作業をした過程においてデータ転記の誤り等が確認されました。 

 

 

以 上 



No 分類 検証項目 チェックに用いた資料

検証

データ数

誤記載数

1

大気質 予測諸元

（ばい煙諸元）

大気汚染防止法又は電気事業法の届出

198 0

2

計量証明書（アーク加熱炉排ガス温度）

24 0

3

予測諸元

（重金属等の微量物質）

神戸発電所の調査結果

・石炭種

23 0

4

神戸発電所の調査結果

・石炭中の微量物質濃度

180 0

5

神戸発電所の調査結果

・石炭使用量

32 4

6

神戸発電所の調査結果

・排ガス中の微量物質濃度

114 8

7

予測諸元

（騒音、振動、低周波音）

メーカ設定値

2,773 3

8

既設の神戸発電所の設定値

212 5

9

実測値

2,118 13

10

フォトモンタージュ

125 2

11

水質 予測諸元

（排水諸元）

瀬戸内海環境保全特別措置法又は

水質汚濁防止法の届出

70 5

12

大気質 予測諸元

（重金属等の微量物質）

神戸発電所の調査結果

・石炭種

0 0

13

神戸発電所の調査結果

・石炭中の微量物質濃度

180 2

14

神戸発電所の調査結果

・石炭使用量

0 0

15

神戸発電所の調査結果

・排ガス中の微量物質濃度

62 6

16

景観 予測諸元

（白煙出現頻度）

白煙有無写真

4,810 0

17

温室効果ガス 予測諸元 設備設計値

4 0

18

大気質 ばい煙の年間総排出量の

設定諸元（製鉄所設備）

大気環境日報

341,712 5

19

計量証明書（3CCアーク,5CCアーク,

スケール乾燥炉,焼却炉）

348 4

20

同上の野帳

320 9

21

粗鋼量・稼働時間　アーク加熱

（製鋼室）

720 7

22

月間灯油使用量　スケール乾燥炉

（外注管理室）

108 1

23

灯油密度　灯油S%

216 7

24

石炭水分（エネルギー室）

3,650 30

25

石炭理論排ガス係数計算

120 3

26

分析結果報告書　神発と供用分

（石炭成分）

426 0

27

製銑提供資料　神鉄のみ使用分

（石炭成分）

280 2

28

石炭使用量（神鋼物流より）

360 2

29

年度ＢＦＧ計算表

120 0

30

環境プロコンデーター

5,150,736 0

31

計量証明書（ばいじん及び小規模施設の

SOｘ、NOｘ、）コベ研測定

2,197 32

32

同上の野帳

1,410 47

添付表　実施結果一覧

準備書第12章

「調査の結果の概要並

びに予測及び評価の結

果」

神戸市環境影響評価

審査会に提示した補

足説明資料

騒音

振動

低周波音



No 分類 検証項目 チェックに用いた資料

検証

データ数

誤記載数

33

ばい煙の年間総排出量の

設定諸元（神戸発電所）

大気環境日報

75,936 0

34

環境プロコンデーター

315,552 3

35

計量証明書（ばいじん）

416 2

36

同上の野帳

469 12

37

石炭　理論排ガス係数計算（ドライ）

3,456 8

38

石炭分析（年度）

5,952 4

39

分析結果報告書（石炭成分）KMラボ

5,952 0

40

石炭計算払出し量

1,536 0

41

石炭サイロ払出し

1,152 0

42

給炭機石炭使用量

192 0

43

水質 予測諸元（排水諸元） 排水の計量証明書（COD、TN、TP、DO、

燐酸性燐、ｱﾝﾓﾆｱ性Ｎ、亜硝酸性Ｎ、硝酸

性Ｎ、DOC、POC)

50 0

44

同上の野帳

45 4

45

水質汚濁負荷量 汚濁負荷量報告書（負荷量7～9月実績）

8 0

46

生活排水の計量証明書（COD、TN、TP）

705 0

47

同上の野帳

276 0

48

環境日報

58,752 0

49

分析計停止期間中の計量証明書

（COD、TN、TP）

58 0

50

同上の野帳

48 0

51

計量証明書（COD、TN、TP）東浴場、

品証C、高炉ドレンNo.4、高炉ドレンNo.8

132,480 0

52

同上の野帳

156 0



１．準備書第１２章「調査の結果の概要並びに予測および評価の結果」　正誤表

１－１．予測諸元（重金属等の微量物質） ○：記載内容を修正するもの、×：記載内容の修正が生じないもの

No. 項目 誤記箇所 正 誤 誤記内容

準備書

影響

補足説明

資料影響

1 神戸発電所の調査結果 石炭使用量 2014/1/10 5,621,600 5,727,100 2013/1/10のデータを参照していた ○ ○

2 ・石炭使用量 石炭使用量 2014/1/9 5,690,500 5,760,900 2013/1/10のデータを参照していた ○ ○

3 石炭使用量 2016/7/26 5,933,100 6,000,900

2016/7/11のデータと入れ違えで

入力していた

○ ○

4 石炭使用量 2016/7/11 6,000,900 5,933,100

2016/7/26のデータと入れ違えで

入力していた

○ ○

1 神戸発電所の

排ガス中濃度　As

0.11 0.056 転記ミス ○ ×

2

排ガス中濃度　Be

0.011 0.005 転記ミス ○ ×

3

排ガス中濃度　Hｇ

（O2濃度換算値）

0.67 0.73 酸素濃度換算前の値を転記していた ○ ○

4

排ガス中濃度　Hｇ

（O2濃度換算値）

0.69 0.76 酸素濃度換算前の値を転記していた ○ ○

5 排ガス量 2014/1/10 47,560,817 48,165,281 2013/1/10のデータを参照していた ○ ○

6 排ガス量 2014/1/9 46,103,011 45,243,014 2013/1/10のデータを参照していた ○ ○

7 排ガス量 2016/7/26 47,412,995 47,869,019

2016/7/11のデータと入れ違えで

入力していた

○ ○

8 排ガス量 2016/7/11 47,869,019 47,412,995

2016/7/26のデータと入れ違えで

入力していた

○ ○

１－２．予測諸元（騒音、振動、低周波音） ○：記載内容を修正するもの、×：記載内容の修正が生じないもの

No. 項目 誤記箇所 正 誤 誤記内容

準備書

影響

補足説明

資料影響

1 メーカー設定値

低周波音

　音源面積・寸法

10756 10759 図面からの転記ミス ○ ×

2

低周波音

　音源面積・寸法

13270 3265 図面からの転記ミス ○ ×

3

低周波音

　音源面積・寸法

14560 10650 軸受箱の寸法カウント漏れ ○ ×

1 既設の神戸発電所の 騒音　音源面積・寸法 23.2 23.1 音源面積算出に用いた寸法転記ミス × ×

2 設定値 騒音　音源面積・寸法 6.9 7 音源面積算出に用いた寸法転記ミス × ×

3 騒音　音源面積・寸法 5.9 6 音源面積算出に用いた寸法転記ミス × ×

4 騒音　音源面積・寸法 15 8 音源面積算出に用いた寸法転記ミス × ×

5 騒音　音源面積・寸法 10.9 11 音源面積算出に用いた寸法転記ミス × ×

1

実測値 騒音　ボイラ

　騒音諸元設定根拠

68.7 64 騒音計指示値記録写真からの転記ミス × ×

2

騒音　ボイラ

　騒音諸元設定根拠

30.4 60 騒音計指示値記録写真からの転記ミス × ×

3

騒音　ボイラ

　騒音諸元設定根拠

65.3 66 騒音計指示値記録写真からの転記ミス × ×

4

騒音　ボイラ

　騒音諸元設定根拠

23.7 27 騒音計指示値記録写真からの転記ミス × ×

5

騒音　ボイラ

　騒音諸元設定根拠

47.4 48 騒音計指示値記録写真からの転記ミス × ×

6

騒音　ボイラ

　騒音諸元設定根拠

37 38 騒音計指示値記録写真からの転記ミス × ×

7

騒音　ボイラ

　騒音諸元設定根拠

62.3 52 騒音計指示値記録写真からの転記ミス × ×

8

騒音　3号ボイラ壁面

　総合透過損失

27.5 24.5 窓250Hzデータの転記ミス × ×

9

騒音

　その他実測データ

AV9:AX9 AR9:AＴ9 エクセルリンク先の参照ミス ○ ×

10

低周波音　ボイラ

　3，4号透過損失

5 2 転記ミス ○ ×

11

低周波音

　ボイラ壁内側測定

82.8、87.0 82.0、87.8 転記ミス ○ ×

12

騒音

　脱硫工業用水ポンプ

91 97 転記ミス ○ ×

13

騒音

　脱硫ろ液ピットポンプ

100 91 転記ミス ○ ×

1

フォトモンタージュ 騒音　グラフィック

　ボイラ北面下部

赤着色 着色なし 一部の外壁に着色漏れ ○ ×

2

低周波音　グラフィック

　ボイラ北面下部

赤着色 着色なし 一部の外壁に着色漏れ ○ ×

・排ガス中の微量

　物質濃度



１－３．予測諸元（排水諸元） ○：記載内容を修正するもの、×：記載内容の修正が生じないもの

No. 項目 誤記箇所 正 誤 誤記内容

準備書

影響

補足説明

資料影響

1

水質汚濁防止法の届出

Ｎｏ１３排水口

現状　冷却水量　海水

21700 13000

海水の冷却水一部を淡水と勘違いした。

⇒海水と淡水の合計を予測に使用して

　おり、合計値は届出と諸元表で一致

　しており、問題なし。

× ×

2

Ｎｏ１３排水口

現状　冷却水量　淡水

3120 11820

海水の冷却水一部を淡水と勘違いした。

⇒海水と淡水の合計を予測に使用して

　おり、合計値は届出と諸元表で一致

　しており、問題なし。

× ×

3

Ｎｏ１６排水口

現状　冷却水量　海水

7000 0

海水の冷却水一部を淡水と勘違いした。

⇒海水と淡水の合計を予測に使用して

　おり、合計値は届出と諸元表で一致

　しており、問題なし。

× ×

4

Ｎｏ１６排水口

現状　冷却水量　淡水

3670 10670

海水の冷却水一部を淡水と勘違いした。

⇒海水と淡水の合計を予測に使用して

　おり、合計値は届出と諸元表で一致

　しており、問題なし。

× ×

5

Ｎｏ４排水口

現状　T-P届出値最大

2.53 2.56

負荷量集計を誤った。

予測については、水質濃度を諸元の入力

値としているが、修正に伴って数値に変更

はないことから再計算は不要 。

　負荷量（kg/日）÷水量（m3/日）×1000=

　　　　　　　　　　　　　　水質濃度（mg/L）

　記載値）2.56÷19,983×1000＝0.13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（入力値）

　届出書）2.53÷19,983×1000＝0.13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（入力値）

○ ×

２．神戸市環境影響評価審査会に提示した補足説明資料　正誤表

２－１．予測諸元（重金属等の微量物質） ○：記載内容を修正するもの、×：記載内容の修正が生じないもの

No. 項目 誤記箇所 正 誤 誤記内容

準備書

影響

補足説明

資料影響

1 石炭中の微量物質濃度 Cl 15 20 転記ミス × ×

2 石炭中の微量物質濃度 F 30 15 転記ミス × ○

1

排ガス中濃度　Cu

0.13 0.24 転記ミス × ○

2

排ガス中濃度　Pb

0.078 0.15 転記ミス × ○

3 　

排ガス中濃度　Se

0.19 0.23 転記ミス × ○

4

排ガス中濃度　Cl

27 25 転記ミス × ×

5

排ガス中濃度　F

28 22 転記ミス × ○

6

排ガス中濃度　Zn

1.2 1.3 転記ミス × ○

２－２．ばい煙の年間総排出量の設定諸元（製鉄所設備） ○：記載内容を修正するもの、×：記載内容の修正が生じないもの

No. 項目 誤記箇所 正 誤 誤記内容

準備書

影響

補足説明

資料影響

1

大気日報

7線加熱炉 前回値

NOｘ計点検

記入なし

稼働状況反映後、排出量計算時に

NOｘ計点検記入漏れ

× ×

2 棒鋼加熱炉 前回値

NOｘ計点検

記入なし

稼働状況反映後、排出量計算時に

NOｘ計点検記入漏れ

× ×

3 棒鋼加熱炉 前回値

NOｘ計点検

記入なし

稼働状況反映後、排出量計算時に

NOｘ計点検記入漏れ

× ×

4 2号ボイラー 前回値 0

NOx点検時、前回値で補正すべきところを

ゼロが記載されている

× ×

5 3分塊No1加熱炉 前回値

NOｘ計点検

記入なし

稼働状況反映後、排出量計算時に

NOｘ計点検記入漏れ

× ×

1 計量証明書

 ３CCばいじん濃度

0.001 0.002 × ×

2

３CC排ガス量

111000 101000 × ×

3

5CC排ガス量

75200 22500 × ×

4

スケール乾燥炉

　NOx濃度

3 6 × ×

神戸発電所の調査結果

・石炭中の微量

　物質濃度

神戸発電所の調査結果

・排ガス中の微量

　物質濃度



○：記載内容を修正するもの、×：記載内容の修正が生じないもの

No. 項目 誤記箇所 正 誤 誤記内容

準備書

影響

補足説明

資料影響

1 同上の野帳

ｽｹｰﾙ乾燥炉

 放置後の補修瓶圧力

101.5 101.6 計算ミス × ×

2

ｽｹｰﾙ乾燥炉

 放置後の補修瓶圧力

101.7 101.8 計算ミス × ×

3

5CCアーク炉

 試料１ガスメーター温度

27 14 転記ミス × ×

4

5CCアーク炉

 試料ガスメーター温度

28 15.6 転記ミス × ×

5

5CCアーク炉

 試料１吸引ガス量

1800 1944 転記ミス × ×

6

5CCアーク炉

 試料２吸引ガス量

1800 1944 転記ミス × ×

7

ｽｹｰﾙ乾燥炉

 測定点と動圧

右-1・・・115

右-2・・・120

左-1・・・115

左-2・・・95

中心・・・110

右-1・・・115

右-2・・・95

左-1・・・120

左-2・・・110

中心・・・115

転記ミス（個別は誤、平均値は同じ） × ×

8

ｽｹｰﾙ乾燥炉

 ダスト濃度

ダスト濃度

流速・・・13.3

吸引流量・・・

13.1

ダスト濃度

流速・・・13.6

吸引流量・・・

13.4

転記ミス × ×

9

5CCアーク炉

 ダストガスメータ温度

15.3 15 計算ミス × ×

1 粗鋼量、稼働時間　

3転炉稼働時間

457ｈ23min 457ｈ26min × ×

2

3CC稼働時間

668h20min 393h20min × ×

3

5CC稼働時間

557h29min 527h22min × ×

4

3転炉稼働時間

522h19min 267h14min × ×

5

4転炉稼働時間

0 211h56min × ×

6

3号転炉粗鋼量

117238 49719 × ×

7

4号転炉粗鋼量

0 39430 × ×

1 月間灯油使用量 ｽｹｰﾙ乾燥炉 110000 74800 × ×

1 灯油密度

灯油密度

0.7926 2646 × ○

2 0.7901 0.7909 × ×

3 0.7942 0.7903 × ×

4 0.7932 0.7951 × ×

5 0.7920 0.7944 × ×

6

灯油Ｓ％

0.0008 0.0006 × ×

7 0.0006 0.0007 × ×

1 石炭水分

石炭水分量

13.00 12.10 11月度分、ｲﾝﾌﾟｯﾄ漏れ × ×

2 11.10 12.30 × ×

3 11.00 12.20 × ×

4 10.10 14.18 × ×

5 9.06 10.20 × ×

6 13.60 9.90 × ×

7 13.40 10.40 × ×

8 12.30 9.90 × ×

9 12.80 11.00 × ×

10 11.20 8.40 × ×

11 11.30 10.70 × ×

12 11.70 9.50 × ×

13 12.10 8.70 × ×

14 11.30 10.30 × ×



○：記載内容を修正するもの、×：記載内容の修正が生じないもの

No. 項目 誤記箇所 正 誤 誤記内容

準備書

影響

補足説明

資料影響

15 11.90 11.70 × ×

16 10.60 12.60 × ×

17 9.90 8.20 × ×

18 11.10 12.60 × ×

19 10.90 12.40 × ×

20 11.20 11.10 × ×

21 11.30 10.00 × ×

22 13.20 10.90 × ×

23 12.90 12.40 × ×

24 12.40 10.50 × ×

25 12.90 13.40 × ×

26 13.20 10.20 × ×

27 10.70 12.40 × ×

28 11.80 9.70 × ×

29 12.50 10.90 × ×

30 11.20 11.70 × ×

1 石炭理論排ｶﾞｽ

石炭排ガス係数

7.645 7.646 × ○

2 係数計算 7.294 7.239 × ×

3 7.344 7.333 × ×

1 神鉄のみ使用分 石炭成分 0.55 0.66 TSの転記ミス × ×

2 5.30 5.31 水分値の転記ミス × ×

1 石炭使用量 神物より 4967 4940 2014年3月　転記ミス × ×

2 4834 4886 2016年9月　転記ミス × ×

1 計量証明書 3高炉熱風炉 1.7 1.8

2012/12/10 環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

酸素濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

2 3高炉熱風炉 1.5 1.7

2012/12/13 環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

酸素濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ○

3 自家発電2号ボイラー 6.3 6.9 環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの酸素濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ × ×

4 自家発電2号ボイラー 7.3 12.2

2016/7/11　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀに酸素濃度と

CO2濃度を取り違えてｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

5 自家発電3号ボイラー 3.9 4.2

2014/7/11　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

酸素濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

6 自家発電4号ボイラー 4.4 5.1

2014/7/11　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀに

計量証明書の酸素濃度をｲﾝﾌﾟｯﾄ漏れ

× ×

7 3分塊均熱炉 0.007 0.003

2012/4/24　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀにｲﾝﾌﾟｯトした

計量証明書のばいじん濃度訂正

× ×

8 3分塊均熱炉 11.7 10.1

2012/2/17　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

酸素濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

9 3分塊No.1加熱炉 9.7 9

2016/12/1　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

酸素濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

10 7線加熱炉 5.6 8.8

2015/8/9　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀに酸素濃度と

CO2濃度を取り違えてｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

11 7線加熱炉 6.9 8.1

2015/8/9　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀに酸素濃度と

CO2濃度を取り違えてｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

12 棒鋼加熱炉 7.5 7.6

2013/5/16　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

酸素濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

13 棒鋼加熱炉 12.8 4.5

2015/8/19　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀに酸素濃度と

CO2濃度を取り違えてｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

14 棒鋼加熱炉 9 6.8

2015/10/7　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀに酸素濃度と

CO2濃度を取り違えてｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

15 小型ローラーハース炉 13.0 80.7

2009/6/16　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

窒素酸化物濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×



○：記載内容を修正するもの、×：記載内容の修正が生じないもの

No. 項目 誤記箇所 正 誤 誤記内容

準備書

影響

補足説明

資料影響

16 微粉炭乾燥炉 5.9 5.1

2015/12　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

酸素濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

17 微粉炭乾燥炉 13 10

2015/12 環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

窒素酸化物濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

18 微粉炭乾燥炉 0.013 0.006

2012/4/12　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

ばいじん濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

19 微粉炭昇温炉 5.1 5.9

2015/12　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

酸素濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

20 微粉炭昇温炉 10 13

2015/12 環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

窒素酸化物濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

21 微粉炭昇温炉 6.5 （空欄）

2007/4/26　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

酸素濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄ漏れ

× ×

22 微粉炭昇温炉 6.5 5.1

2017/5/1　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

酸素濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

23 微粉炭昇温炉 0.001 0.021

環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

ばいじん濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

24 微粉炭昇温炉 5.6 5

環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

酸素濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

25 STC炉3号 15.9 3.1

2015/4/6　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀに酸素濃度と

CO2濃度を取り違えてｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

26 STC炉3号 13 21

2011/4/22にｲﾝﾌﾟｯﾄすべきところ、

4/11にｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

27 STC炉4号 O2：19.5 18.3

2017/1/1　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀに

計量証明書の値、ｲﾝﾌﾟｯﾄ漏れ

× ×

28 STC炉4号 Nox：5 12

2017/1/1　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀに

計量証明書の値、ｲﾝﾌﾟｯﾄ漏れ

× ×

29 STC炉6号 19.1 16.2

2017/1/1　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

酸素濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄ漏れ

× ×

30 STC炉6号 14 22

2017/1/1　環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

窒素酸化物濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

31 チタン合金炉 6.6 8.1

2015/4/7 環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

酸素濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

32 チタン合金炉 106 35

2008/2/22 環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀの

窒素酸化物濃度、ｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

1 同上の野帳

3号発電ボイラー

 ガスメーター平均温度

12.2 12 計算ミス × ×

2

1号ボイラー

 ろ紙No7含じん無じん

含じん：1.5679

無じん：1.5659

含じん：1.6526

無じん：1.6508

転記ミス × ×

3

1号ボイラー

 ろ紙No8含じん無じん

含じん：1.7124

無じん：1.7108

含じん：1.6945

無じん：1.6923

転記ミス × ×

4

3BF熱風炉

 試料液吸光度

0.121 0.141 × ×

5

No.２STC炉

 ガスメーター読み(終)

1908 1752

入力場所間違い。

吸引ガス量の部分に入力しているため

乾き吸引ガス量からは変化なし。

× ×

6 No.4STC炉 換算NOx値 53.6 52 転記ミス × ×

7

3BF微粉炭乾燥炉

 Noｘ濃度

3.4 6

計算シートの計算ではOn＝16%で計算さ

れているものの表示がOn＝11%でったた

め、計量証明書に転記した際に11%だと勘

違いし換算NOx濃度を6と記載してしまっ

た。

× ×

8

No.6STC炉

 ガスメーター温度

21.9 20.9 転記ミス × ×

9

No.6STC炉

 ガスメーター温度

23.5 24 転記ミス × ×

10

3BF微粉炭昇温炉

 換算NOx濃度

5.1 10 転記ミス × ×

11

3BF微粉炭昇温炉

 吸引ガス量

1728 2189 計算ミス × ×

12

3分塊均熱炉3号炉

 ダスト含じん量

1.6403 1.6303 転記ミス × ×

13

2号ボイラ―

 ガスメーター読み(終)

967.5 735 転記ミス × ×

14

1号ボイラー

 ガスメーター温度

25.6 20 転記ミス × ×

15

1号ボイラー

 ガスメーター温度

26.2 20 転記ミス × ×

16

1号ボイラー

 ガスメーター読み(終)

862.5 871.5 転記ミス × ×

17

1号ボイラー

 ガスメーター温度

28.1 記載なし 記入漏れ × ×

18

1号ボイラー

 含じん重量

1.6819 1.8489 転記ミス × ×

19

3BF熱風炉

 ろ紙重量

1.7798 1.7778 ばいじん量の転記ミス × ×

20

3号発電ボイラー

 O2換算ﾀﾞｽﾄ濃度

0.001未満 0.002未満 転記ミス × ×



○：記載内容を修正するもの、×：記載内容の修正が生じないもの

No. 項目 誤記箇所 正 誤 誤記内容

準備書

影響

補足説明

資料影響

21

3BF熱風炉

 NOx濃度

17 18 転記ミス × ×

22

3BF熱風炉

 O2換算値

5 6 転記ミス × ×

23

焼き戻炉

 NOx分析結果の設備名

焼戻炉 焼入炉 転記ミス × ×

24

7線加熱炉

 流速の動圧

140 142 転記ミス × ×

25

棒鋼加熱炉

 酸素濃度

7.4 7.5 転記ミス × ×

26

棒鋼加熱炉

 ガスメーター温度

①19.1

②22.8

①10.6

②12.4

転記ミス × ×

27

棒鋼加熱炉

 ガスメーター温度

24.2 24.1 転記ミス × ×

28

3号発電ボイラー

 吸引ガス量

1944 2088 転記ミス × ×

29

No.4STC炉

 水分測定記録

(後)

143.89

（前）

142.71

（空欄）

PCに直接入力してから、その後野帳に記

入した際、野帳に記載漏れ。PCが正なの

で結果は正しい

× ×

30

チタン合金炉

 ダスト吸引ガス

1776 1695 転記ミス × ×

31

No.6 STC炉

 含じん/無じん/付着量

ダスト濃度

含じん質量

①1.4038

②1.4108

無じん質量

①1.4024

②1.4101

ダスト濃度

0.001未満

ダスト濃度

含じん質量

①1.4108

②1.4038

無じん質量

①1.4101

②1.4024

ダスト濃度

0.001未満

ダスト質量転記ミス

ダスト付着量は変わるが、ダスト濃度には

変化なし

× ×

32

3分塊集合煙突

 ろ紙ナンバー

221 211

計算シートへの転記ミス

ろ紙ノートと重量は一致しているためダス

ト濃度に変化なし。

× ×

33 No.7　STC炉

メーター読み

（終)

1776

（空欄）

記載忘れ。

吸引ガス量に1776と記載したためメーター

読み（終）は必要ないと判断してしまった。

× ×

34

2号ボイラー

 ガスメーター読

ダスト濃度

ガスメータ読

み値（終）

①5074.1

②6310.1

ガスメータ読

み（始）

①5074.1

②5074.1

→吸引ガス量

①1721.1

ダスト濃度

ガスメータ読

み値（終）

①5074.0

②6310.0

ガスメータ読

み（始）

①5074.0

②5074.0

→吸引ガス量

①1721.0

転記ミス

乾きガス量に変わりはなく、ダスト濃度の

変化なし。

× ×

35

棒鋼加熱炉

 含じん質量

1.6181 1.6881 転記ミス × ×

36

3号ボイラー

 吸湿管質量

163.67 150.21

野帳への記入ミス

付着水分量は含水重量-無水重量で算出

される。野帳へは無水重量値と付着水分

量を記載していることから、無水重量は計

算で求めることが出来る。計算シートの値

と野帳で逆算した値とは一致している。

× ×

37

2号発電ボイラー

 飽和水蒸気圧

9.1129 9.101 × ×

38

3分塊No.2加熱炉

 吸引ガス量

1308 1524

採取時間変更に伴う、

計算シートの修正ミス

× ×

39

3高炉熱風炉

 吸引ガス量

2422 2136 計算ミス × ×

40

棒鋼加熱炉

 吸引ガス量

2350 2358 計算ミス × ×



○：記載内容を修正するもの、×：記載内容の修正が生じないもの

No. 項目 誤記箇所 正 誤 誤記内容

準備書

影響

補足説明

資料影響

41

7線加熱炉

　ダストメータ読(始)

332118 31797

転記ミス

ガスメータ読み値を野帳通りに入力すると

吸引ガス量は変わらないため、ダスト濃度

等に変化はない。

× ×

42

No.3 ST炉

　水分ガスメーター温度

20.7 20.6 転記ミス × ×

43

1号ボイラー

 含じん質量

1.4093 1.4097 転記ミス × ×

44

3分塊No.2加熱炉

 Vm

Vm

20.0

記載なし

記載忘れ。

水分測定は通常2.0L/min×10minの測定

を行なっている。また、水分量の計算は付

着水分量,ガスメーター温度、吸引ガス量,

大気圧から算出する。野帳には水分量の

24.2、付着水分量（合計で4.59）、ガスメー

ター温度の30.9、大気圧の100.4が記載し

ており、逆算により吸引ガス量は20.0とな

× ×

45

7線加熱炉

 平均酸素濃度

5.8 4.8 転記ミス × ×

46

No.1STC炉

 含じん質量

1.4122 1.4134 転記ミス × ×

47 棒鋼加熱炉 動圧（南6） 1 記載なし

記入場所のミス

最後の南-6の結果を別の欄に記載してし

まった。

× ×

２－３．ばい煙の年間総排出量の設定諸元（神戸発電所） ○：記載内容を修正するもの、×：記載内容の修正が生じないもの

No. 項目 誤記箇所 正 誤 誤記内容

準備書

影響

補足説明

資料影響

1 環境プロコンデーター 環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀ 7.406 7.383 環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀにｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ × ○

2 排ガス係数 7.412 7.463 環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀにｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ × ○

3 7.322 7.365 環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀにｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ × ×

1 計量証明書

IPP1号ボイラー

0.001 0.002 環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀにｲﾝﾌﾟｯﾄ漏れ × ×

2

IPP1号ボイラー

5.2 4.9 環境ﾌﾟﾛｺﾝﾃﾞｰﾀにｲﾝﾌﾟｯﾄ漏れ × ×

1

同上の野帳 IPP1号
①水分量

含水重量

137.49

ガスメータ温度

32.3

→水分

16.1

→平均流速

13.3

→湿りガス量

2,470,000

→乾きガス量

2,070,000

2回目酸素濃度

4.9

→平均酸素

濃度

4.9

水分量

含水重量

137.19

ガスメータ温度

20

→水分

14.1

→平均流速

13.1

→湿りガス量

2,450,000

→乾きガス量

2,100,000

2回目酸素濃度

4.8

→平均酸素

濃度

4.8

野帳からの転記ミス

含水重量

正：137.49、誤：137.19

温度

正：32.3　誤：20

酸素濃度

正4.9、誤4.8

× ×

2

IPP1号 測定記録

酸素換算

ダスト濃度

0.001未満

測定記録

酸素換算

ダスト濃度

0.002未満

ダスト濃度の酸素換算値が、計量証明書

と測定記録で異なる

正：0.002未満、誤：0.001未満

× ×

3

IPP1号
水分量

ガスメータ温度

27.0

→水分量

14.4

→乾きガス量

2,050,000

水分量

ガスメータ温度

20.0

→水分量

14.1

→乾きガス量

2,060,000

水分量測定　温度

正：27.0、誤：20.0

× ×

4

IPP1号ボイラー
水分量

ガスメータ温度

16.1

→水分量

14.0

→乾きガス量

2,060,000

水分量

ガスメータ温度

24.5

→水分量

14.3

→乾きガス量

2,050,000

ｶﾞｽﾒｰﾀ温度の野帳と計算シートの数値が

一致しない。

野帳）16.1、計算）24.5

× ×

5

IPP1号ボイラー CO2濃度

（2回目）

14.4

→平均CO2

濃度

14.4

CO2濃度

（2回目）

14.3

→平均CO2

濃度

14.4

CO2濃度（2回目）の野帳と計算シートの数

値が一致しない。

野帳）14.4、計算）14.3

× ×



○：記載内容を修正するもの、×：記載内容の修正が生じないもの

No. 項目 誤記箇所 正 誤 誤記内容

準備書

影響

補足説明

資料影響

6

IPP１号ボイラ

野帳

ガスメータ読

み（終）

57314.0

→吸引ガス量

850.0

→乾き吸引

ガス量

762.1

→ダスト濃度

0.0016

→平均ダスト

濃度

0.001

野帳

ガスメータ読

み（終）

57314.0

→吸引ガス量

850.5

→乾き吸引

ガス量

762.5

→ダスト濃度

0.0016

→平均ダスト

濃度

0.001

ダスト濃度測定記録

ガスメーター読み(終）

正：57314.0 誤：57314.5

吸引ガス量

正：850.0　誤850.5

× ×

7

IPP1号

961.5 1092

ダストろ紙No.8ガスメーター終値転記ミス

野帳）1092

計算シート）961.5

× ×

9

IPP2号ボイラー ダスト濃度

ガスメーター温

度

26.0

→乾き吸引

ガス量

1179.6

→ダスト濃度

0.00170

→平均ダスト

濃度

ダスト濃度

ガスメーター温

度

25.3

→乾き吸引

ガス量

1182.4

→ダスト濃度

0.00169

→平均ダスト

濃度

ガス温度を計算シートに記入する際に、平

均値の記載ミス

誤）25.3、正）26.0

× ×

9

IPP2号ボイラー 野帳

Vm

20.0

静圧

0.0

野帳

Vm

101.4

静圧

記載なし

野帳に水分Vm、流速の静圧の記入なし × ×

10

IPP2号ボイラー 含じん重量

①3.0633

②1.5675

③1.6864

④1.4357

⑤1.5200

無じん重量

①3.0609

②1.5649

③1.6838

④1.4326

⑤1.5175

→付着量

①0.0024

②0.0026

③0.0026

④0.0031

⑤0.0025

→ダスト濃度

①0.00220

②0.00235

③0.00236

④0.00295

⑤0.00246

→平均ダスト

濃度

0.002

→平均換算

ダスト濃度

0.002

含じん重量

①1.7304

②1.6591

③1.6823

④1.5863

⑤1.7891

無じん重量

①1.7288

②1.6567

③1.6808

④1.5847

⑤1.7870

→付着量

①0.0016

②0.0024

③0.0015

④0.0016

⑤0.0021

→ダスト濃度

①0.00147

②0.00217

③0.00136

④0.00152

⑤0.00206

→平均ダスト

濃度

0.001

→平均換算

ダスト濃度

0.001

ろ紙の秤量データ記録なし × ×

11

IPP2号ボイラー
ダスト濃度

ガスメーター読

み（終）

950506.6

→乾き吸引

ガス量

1236.2

→ダスト濃度

0.00493

→換算ダスト

濃度

0.00468

ダスト濃度

ガスメーター読

み（終）

950506.0

→乾き吸引

ガス量

1235.6

→ダスト濃度

0.00494

→換算ダスト

濃度

0.00469

ダスト濃度　ろ紙No９

ガスメータ読み転記ミス

正：950506.6　誤：950506.0

× ×

12

 IPP1号ボイラー（煙突入口）

1144 1140 野帳内で計算ミス × ×



○：記載内容を修正するもの、×：記載内容の修正が生じないもの

No. 項目 誤記箇所 正 誤 誤記内容

準備書

影響

補足説明

資料影響

1

石炭

　理論排ｶﾞｽ係数計算

IPP1号　2010/2

　BENGALLA

1.64 1.67 成分分析のNの値　転記ミス × ×

2

IPP2号　2010/2

　BENGALLA

1.64 1.67 成分分析のNの値　転記ミス × ×

3

IPP1号　2011/12

　石炭使用量

－ － 銘柄毎使用量比例配分計算ミス × ×

4

IPP1号　2012/3

　石炭成分

72.3

4.68

1.80

5.96

0.56

70.6

4.43

1.70

7.56

0.58

RIOTINTO

C,H,N,O,Sの分析値を訂正

× ×

5

IPP2号　2012/3

　石炭成分

72.3

4.68

1.80

5.96

0.56

70.6

4.43

1.70

7.56

0.58

RIOTINTO

C,H,N,O,Sの分析値を訂正

× ×

6

IPP1号　2013/1

　石炭使用量

－ － 銘柄毎使用量比例配分計算ミス × ×

7

IPP1号　2014/8

　石炭成分

RIO

8.0

72.4

4.85

1.73

7.57

0.45

RIO

12.6

70.8

4.62

1.74

7.60

0.44

RIOTINTOにBENGALLAの分析値を

LUMUTにTOPの分析値をｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

8

IPP2号　2014/8

　石炭成分

LUMUT

15.0

74.5

5.24

1.33

11.03

0.70

LUMUT

15.7

70.4

5.32

1.37

10.63

0.58

RIOTINTOにBENGALLAの分析値を

LUMUTにTOPの分析値をｲﾝﾌﾟｯﾄﾐｽ

× ×

1 石炭分析（年度）

2007/8/30

 KPC

0.45 0.42 自動取り込み不良 × ×

2

2007/8/30

 PRIMA SUPER

0.42 0.38 自動取り込み不良 × ×

3

2008/12/13

 LUMUT

0.63 0.64 自動取り込み不良 × ×

4

2008/12/13

 LUMUT

9.20 9.19 自動取り込み不良 × ×

２－４．予測諸元（排水諸元） ○：記載内容を修正するもの、×：記載内容の修正が生じないもの

No. 項目 誤記箇所 正 誤 誤記内容

準備書

影響

補足説明

資料影響

1 野帳 No.6-7排水口　ＤＯＣ 1.2 1.3 ﾌﾞﾗﾝｸ値を引き忘れ × ×

2 No.8排水口　ＤＯＣ 1.1 1.2 ﾌﾞﾗﾝｸ値を引き忘れ × ×

3 No.16排水口　ＤＯＣ 0.9 1 ﾌﾞﾗﾝｸ値を引き忘れ × ×

4 IPP総合排水　ＤＯＣ 1.2 1.3 ﾌﾞﾗﾝｸ値を引き忘れ × ×





資 料 ④

「環境アセスに係る数値データ検証作業 報告書」

(平成 29 年 12 月 株式会社環境総合テクノス) 













 





 

 





































































































資 料 ⑤

「環境アセスに係る数値データ検証による

予測評価への影響把握 報告書」

(平成 29 年 12 月 株式会社神戸製鋼所

電力事業部門 西日本電力プロジェクト部) 
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１．はじめに 

 本報告書は、「神戸製鉄所火力発電所（仮称）設置計画環境影響評価準備書」(以下、準

備書という。)に関するデータの取扱いについて、株式会社日本能率協会コンサルティング

による妥当性評価を得た手法によって検証を行った結果、相違が見つかった事項について、

株式会社神戸製鋼所 電力事業部門 西日本電力プロジェクト部が、予測評価への影響を把

握したものである。 

 

 

２．予測評価への影響把握 

 予測評価への影響を把握した結果を表１に示す。 

 株式会社神戸製鋼所 本社 環境防災部及び株式会社環境総合テクノス（以下、「KANSO」

という。）が実施した検証の結果、一部のデータについて照合元のデータとの不一致が確認

された。 

 このうち、予測評価に影響を与える可能性がある項目は、準備書において５項目、補足説

明資料において４項目あり、これらに関して正しい値を用いて、再度、予測計算を行った。 

 その結果、準備書や補足説明資料に記載した予測値等を見直したが、準備書の環境影響評

価の結果に影響を及ぼすものはなかった。
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表１（１） 検証の結果 

分 

類 

項  目 

① ② ③ 

準備書又は補

足説明資料の

記載変更が必

要となる参照

元との不一致

の件数（準備

書又は補足説

明資料記載の

変更箇所数） 

準備書又は

補足説明資

料の予測評

価に影響を

与える可能

性がある項

目 

②の内容説明及び予測評価への影響に対

する西日本電力プロジェクト部の見解 

準

備

書 

12.1.1 

 大気環境 

（ばい煙関連） 

1件 

（25箇所） 

1項目 工事資材等の搬出入に伴う粉じん等

の予測において、KANSOが工事用資材等

の搬出入に用いる車両の交通量が最大

になる時期を誤って入力した (正：予測

地点 道路１、２、３、４；工事開始後

25か月目、誤：予測地点 道路２、３、

４：工事開始後17か月目、予測地点 道

路１：工事開始後25か月目)。 

これに伴い、道路２、３、４の工事関

係車両数が増加(道路２ 正： 835台、

誤：762台、道路３ 正：470台、誤：

448台、道路４ 正： 835台、誤：762

台)する。 

さらに、評価に用いた工事関係車両の

割合が増加(道路２ 正：6.7％、誤：

6.1％、道路３ 正：4.6％、誤：4.4％、

道路４ 正：4.3％、誤：4.0％)するが、

「粉じん等については、将来交通量に占

める工事関係車両の割合は最大で約

6.7％(誤：6.1％)を占めるが、必要に応

じシート被覆等の飛散防止対策を講じ

ることから、工事用資材等の搬出入に伴

う環境への影響は少ないものと考えら

れ、実行可能な範囲内で影響の低減が図

られているものと評価する。」と準備書

に記載した評価の結果は変わらない。 
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表１（２） 検証の結果 

分 

類 

項  目 

① ② ③ 

準備書又は補

足説明資料の

記載変更が必

要となる参照

元との不一致

の件数（準備

書又は補足説

明資料記載の

変更箇所数） 

準備書又は

補足説明資

料の予測評

価に影響を

与える可能

性がある項

目 

②の内容説明及び予測評価への影響に対

する西日本電力プロジェクト部の見解 

準

備

書 

12.1.1 

 大気環境 

（重金属等 

 の微量物質） 

19件 

（97箇所） 

1項目 施設の稼働に伴う重金属等の微量物質

の予測について、KANSO が「予測値」の

計算を行うが、 

①「大気への排出割合」（平成 25年～28

年度における神戸発電所の実績平均

値）に関して、西日本電力プロジェク

ト部及びコベルコ科研が転記ミスし

た。 

②KANSOが、コベルコ科研に委託した「現

況調査結果」に関して、コベルコ科研

及び KANSO が転記ミス、計算ミスし

た。 

そのため、準備書記載の「大気への排

出割合」とそれから 算出される「最大着

地濃度」、「将来環境濃度」、「寄与率」に

修正が必要となった。 

3 種類（ヒ素、ベリリウム、水銀）の

微量物質について修正が必要で、環境影

響への評価は、指針値のある 2種類（ヒ

素、水銀）については指針値以下であり、

指針値の無い 1種類（ベリリウム）につ

いては寄与率の上昇が１％以下であるた

め、評価の結果は変わらない。 
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表１（３） 検証の結果 

分 

類 

項  目 

① ② ③ 

準備書又は補

足説明資料の

記載変更が必

要となる参照

元との不一致

の件数（準備

書又は補足説

明資料記載の

変更箇所数） 

準備書又は

補足説明資

料の予測評

価に影響を

与える可能

性がある項

目 

②の内容説明及び予測評価への影響に対

する西日本電力プロジェクト部の見解 

準

備

書 

12.1.1 

 大気環境 

（騒音・振動 

 ・低周波音） 

33件 

（364箇所） 

3項目 １．建設機械の稼働に伴う騒音 

①コベルコ科研が「予測値」の計算の

際、「予測諸元」を誤って転記した。 

②西日本電力プロジェクト部が、コベ

ルコ科研の算出した「予測値」の種類を

誤ってKANSO に連絡した。 

そのため、準備書記載の「予測値：34

～49㏈」の修正が必要（＋1～3㏈）。 

ただし、KANSO が「現況調査結果」と

「予測値」より算出する「合成値」は、

準備書記載の値と変わらず、評価の結果

は変わらない。 

 

２．施設の稼働（機械等の稼働）に伴う

騒音 

 コベルコ科研が「予測値」の計算を行

うが、 

①西日本電力プロジェクト部が転記ミ

ス、計算ミスで誤った「予測諸元」

をコベルコ科研に連絡した。 

②コベルコ科研が計算時に「予測諸元」

を誤って転記した。 

 そのため、再計算の上、準備書記載の

「予測値：34～44㏈」の修正が必要（－

1～＋2㏈）。 

 ただし、KANSO が「現況調査結果」と

「予測値」より算出する「合成値」は、

準備書記載の値と変わらず、評価の結果

は変わらない。 

 

＜＜＜＜次頁次頁次頁次頁にににに続続続続くくくく＞＞＞＞    
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表１（４） 検証の結果 

分 

類 

項  目 

① ② ③ 

準備書又は補

足説明資料の

記載変更が必

要となる参照

元との不一致

の件数（準備

書又は補足説

明資料記載の

変更箇所数） 

準備書又は

補足説明資

料の予測評

価に影響を

与える可能

性がある項

目 

②の内容説明及び予測評価への影響に対

する西日本電力プロジェクト部の見解 

準

備

書 

12.1.1 

 大気環境 

（騒音・振動 

 ・低周波音） 

  ３．施設の稼働（機械等の稼働）に伴う

低周波音（G特性、F特性） 

 コベルコ科研が「予測値」の計算を行

うが、 

①西日本電力プロジェクト部が転記ミ

ス、計算ミスで誤った「予測諸元」を

コベルコ科研に連絡した。 

②コベルコ科研が計算時に「予測諸元」

を誤って転記した。 

 そのため、再計算の上、準備書記載の

「予測値：G特性 60～66㏈、F特性34～

62㏈」の修正が必要（－1～＋1㏈）。 

 KANSOが「現況調査結果」と「予測値」

より算出する「合成値」も準備書記載の

値から修正が必要（－1～＋1㏈）。 

 ただし、G 特性は参考値と比較して十

分に低く、また、F 特性は「建具等のが

たつきが始まる低周波音レベル」との比

較において音圧レベルの増加がほとんど

なく、かつ、すべての地点において「圧

迫感・振動感」を感じるレベルに達して

いないことから、評価の結果は変わらな

い。 
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表１（５） 検証の結果 

分 

類 

項  目 

① ② ③ 

準備書又は補

足説明資料の

記載変更が必

要となる参照

元との不一致

の件数（準備

書又は補足説

明資料記載の

変更箇所数） 

準備書又は

補足説明資

料の予測評

価に影響を

与える可能

性がある項

目 

②の内容説明及び予測評価への影響に対

する西日本電力プロジェクト部の見解 

準

備

書 

12.1.2 

 水環境 

35件 

（69箇所） 

0 － 

12.1.3 

 動物 

2件 

（2箇所） 

0 － 

12.1.4 

 植物 

1件 

（1箇所） 

0 － 

12.1.5 

 生態系 

4件 

（44箇所） 

0 － 

12.1.6 

 景観 

0 0 － 

12.1.7 

 人と自然との 

 触れ合いの 

 活動の場 

0 0 － 

12.1.8 

 廃棄物等 

1件 

（1箇所） 

0 － 

12.1.9 

 温室効果 

 ガス等 

0 0 － 
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表１（６） 検証の結果 

分 

類 

項  目 

① ② ③ 

準備書又は補

足説明資料の

記載変更が必

要となる参照

元との不一致

の件数（準備

書又は補足説

明資料記載の

変更箇所数） 

準備書又は

補足説明資

料の予測評

価に影響を

与える可能

性がある項

目 

②の内容説明及び予測評価への影響に対

する西日本電力プロジェクト部の見解 

補

足

説

明

資

料 

○27排煙処理設備

の経緯ならび

に稼働後のば

い煙の排出濃

度、年間総排出

量について 

 

○
32
排煙処理設備

の経緯ならび

に稼働後のば

い煙の排出濃

度、年間総排出

量について（追

加説明） 

 

5件 

（8箇所） 

1項目 ばい煙の年間排出量 

  ばい煙の年間総排出量が、新設発電

所稼働後も環境保全協定値を遵守でき

ることを説明する過程で、2007年度か

ら 2016 年度の 10 年間の実績値を最小

～最大の範囲で示しているが、各々の

資料で以下の 4 か所の修正が必要であ

る。 

  なお、これらの数値は、新設発電所

稼働後の年間排出量の試算には用いて

いないため、「将来も協定値を遵守いた

します。」とした評価の結果は変わらな

い。 

 

 ①神戸製鉄所のSOxの最大値 

  神戸製鉄所が、2010年 2月度のスケ

ール乾燥炉の SOx 排出量計算に用いた

燃料の灯油密度の入力ミス(正：

0.7926、誤：2,646)をした。このため、

2009 年度の SOx 年間総排出量について

神戸製鉄所分（正：176t/年、誤：179t/

年）の修正(3t/年の減少)が必要であ

る。これに伴って、神戸製鉄所と神戸

発電所の合計値(正：517t/年、誤：520t/

年)についても修正が必要である。 

 

 ②神戸発電所のNOxの最小値 

  神戸発電所が、2010 年 6 月度の神戸

発電所 1 号機の石炭排ガス係数の入力

ミス(正：7.406、誤：7.424)で、前月

の値で計算した。このため、2010 年度

の NOx 年間総排出量について神戸発電

所分（正：695t/年、誤：696t/年）の

修正(1t/年の減少)が必要である。これ

に伴って、神戸製鉄所と神戸発電所の

合計値(正：935t/年、誤：936t/年)に

ついても修正が必要である。 
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表１（７） 検証の結果 

分 

類 

項  目 

① ② ③ 

準備書又は補

足説明資料の

記載変更が必

要となる参照

元との不一致

の件数（準備

書又は補足説

明資料記載の

変更箇所数） 

準備書又は

補足説明資

料の予測評

価に影響を

与える可能

性がある項

目 

②の内容説明及び予測評価への影響に対

する西日本電力プロジェクト部の見解 

補

足

説

明

資

料 

⑩「環境の保全と

創造に関する

条例（平成７年

兵庫県条例第

28 号）」にお

いて規制基準

が定められて

いる有害物質

について 

 

○
33
水銀排出濃度

に関する他社

発電所との比

較について 

 

○26水銀について 

 

21件 

（85箇所） 

2項目 １．重金属等の微量物質 

 (規制基準が定められている有害物質) 

   

①「大気への排出割合」（平成 25 年～28

年度における神戸発電所の実績平均

値）に関して、西日本電力プロジェク

ト部及びコベルコ科研が、転記ミス、

計算ミスした。 

②KANSOが、コベルコ科研に委託した「現

況調査結果」に関して、コベルコ科研

及びKANSOが転記ミス、計算ミスした。 

 

 そのため、準備書記載の「大気への排

出割合」とそれから算出される「最大着

地濃度」、「将来環境濃度」、「寄与率」の

修正が必要である。 

 5 種類（ふっ化水素、鉛、銅、亜鉛、

セレン）の微量物質で修正が必要で、環

境影響への評価は、ふっ化水素について

寄与率が0.01％増加する程度であり、そ

の他の物質は減少する結果となるため、

評価の結果は変わらない。 

 

２．水銀の排出率 

 準備書の水銀排出割合の変更に伴い、

排出割合を示している補足説明資料（2

種類）に修正が必要である。水銀の排出

割合は減少することとなるため、評価の

結果は変わらない。 
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表１（８） 検証の結果

分

類

項 目 

① ② ③ 

準備書又は補

足説明資料の

記載変更が必

要となる参照

元との不一致

の件数（準備

書又は補足説

明資料記載の

変更箇所数） 

準備書又は

補足説明資

料の予測評

価に影響を

与える可能

性がある項

目 

②の内容説明及び予測評価への影響に対

する西日本電力プロジェクト部の見解 

補

足

説

明

資

料

⑯生態系を考慮

した3次元モデ

ルによる解析

結果について 

17件 

（25箇所） 

1項目 ・生態系を考慮した 3 次元モデルによる

解析結果について 

解析に用いた諸元（係数）に、コベル

コ科研が分析を実施した有機体炭素や有

機体窒素の結果を用いているが、分析の

際の計算ミスで分析結果が変更となり、

係数が変わることで再計算の結果、水質

予測結果のコンター図や計算値の修正が

必要である。 

ただし、評価においては、新設発電所

ありの結果と新設発電所なしの結果を比

較することで、新設発電所による相対的

な影響を確認しているため、評価の結果

は変わらない。 

その他の資料 3件 

（8箇所） 

0 

－ 

以 上 
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